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業
連
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補
助
材
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'
'
が
'：

き

——

若
干
の
補
足
と
本
稿
の
.課
題
I

本
稿
は「

日
本
資
本
主
義
の
苒
生
產
搆
造
分
析
試
論—

昭
和
三
五
年『

産
業
連
関
表』

を
手
が
か
り
と
し
て——

㈠J 

(

本

誌
-:
九
六
四
年
、
 

1

二
月
号)

の
続
稿
で
あ
る
。

. 

‘
：:

-

;

:

.
■

-

本
論
第
一ー

T

一
章(

前
稿
後
半
お
ょ
び
本
稿)

の
主
題
は
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
を
分
析
す
'る
た
め
の
基
礎
作
槩
と
し
て
、
諸
生

産
部
門
の
再
生
産
上
に
お
け
る
機
能
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

一
国
資
本
主
義
の
苒
生
產
_

罾
を
分
趴
す
る
う
.え
に
お
い
て
、.
t'
ず
、
生
産
諸

.
'
.
i

部
門
を
、
搏
生
産
上
の
機
能
に
応
じ
て
、
消
費
手
段
生
産
部
門=

第
一
一
部
門
、
：生
産
手
段
生
産
部
門=

=

第
一
部
門
と
い
う
一
一
力
^

門
に—

さ
ら 

’
に
は
第
：一
部
門
を
、
消
費
手
段
用
原
材
料
生
産
都
門
、
消
費
手
段
生
産
部
門
用
労
働
手
駿
生
産
部
門
、
生
産
手
段
生
産
部
門
用
労
働
手
段
生
産
部
.

門
、
労
働
手
段
の
原
材
料
生
産
部
門
等
に——

分
類
し
、'
そ
れ
ら
諸
部
門
の
立
体
的
な
諸
閨
連
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の

-

、

■ 

、
 

ノ 

.

 

. 

' 

:
:

生
産
力
•
資
本
蓄
積
の
発
展
の
あ
り
方
等
を
究
明
し
て
い
こ
う
と
い
う
視
点
を
も
つ
こAJ.

の
.意
義
に
づ
い
て
は
、
前

稿「

序
章」

第
一
節
で
の
ベ

v

た
と
こ
ろ.
か
ら
明
ら
か.
と
思
わ
れ
る
。

.

* 
.

 

.

 
.
.
.

し
か
し
な
が
ら
、
生
産
諸
部
門
の
機
能
の
検
討
の
意
義
に
つ
い
て
は
：、
前
稿
発
表
後
、
疑
問
も
出
さ
れ
た
の
で
、
若
干
補
足
し
て
お

く

必
要
が

わ
れ
わ
れ
が
、.
再
生
.M-
撳
造
分
观
を
は
じ
め
ゐ
に
あ
た
り
、
諳
肜
產
部
門
の
取
あ
産
上
の
機
能
を
検
討
す
る
こ
と
を
レ
<'
6

強
調
す
る
の
は
、
 

.最
近
、
.戦
後
の
日
本
資
本
主
義
の
構
造
変
化
を
も
っ
ぱ
ら
、「

重
工
業
化」

、「

重
化
学
工
業
化」
と
い
.う
視
角
か
ら
分
析
し
よ
.う
と
す
る
傾
向
が

響

：
'

:

'き
わ
め
て
1
般
.化
し
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
分
野
で
も
、:.
か
か
る
傾
向
が
少
な
'か
ら
ず
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ノ

•

 

.

 

...... 

.

..
 '

 
,
 

....... 

-

.
 

,

.

;「

重
工
業(

化)」

あ
る
.い

は「

重
化
学
工
業
：

(

化)」

と
い
う
範
疇
は
、；
最
近
広
汎
に
用
い
ら
れ
て
い
る
に
も
か
.か
わ
ら
ず
、
そ
の
‘内
容
は
厳
密

•
 
•
 

.
 

•
-
 

-
 

.........

 

.

'

に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
三
七
年
度「

経
済
白
書」

.
は
、
:'
-
.総
説」

.で
，*>
日
_

の

「

重
|エ
業
化」
.の
テ
.ン
ポ
が
急
速
に 

高
ま
り
、「

重
工
業
比
率」

(

重
工
業
の
：付
加
価
値
が
.鉱
工
業
生
産
全
体
の
付
加
価
値
に
.し
め
る
比
率)

' 
が
五
〇
%
を
こ
え
て
世
界
第
一
位
に
な
っ
た
こ
と 

■

を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は.「

重
工
業」

A
l

し
：て
务
！

6
、
A

械
工
業
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
六
年
度
.

「

通
商
白
書」

は
、
産 

:
業
構
造
と
輸
出
構
造
の
'「

重
化
学
工
業
化」

を
強
く
う
ち
だ
し
て
い
る
が
、
こ
の
：

「

童
化
学
工
業」

■は
金
属
、
機
械
、
化
学
工
業
で
あ
り
、
こ
れ 

.

.
に
対
比
さ
せ
ら
れ
る
.

「

軽
工
業」

は
食
料
、,
繊
維
、
、雑
品
で
あ
る
。

:

'

奪

.
'
；
'
' 
一
.
.

1

般
.に

「

重
工
業」

と
い
：わ
れ
る
金
属
工
業
、
機
械
工
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
た
し
.か
に
資
本
主
義
の
あ
る
段
階
で
は
、
労
働
手
段 

.1

;.'

生
産
部
門
、
労
働
手
段
用
原
材
料
生
産
部
門
の
中
枢
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
-
そ
れ
ゆ
え
、■「

重
工
業=

金
属
工
業
、•
機
械
工
業」

の
発
展
の 

-

程
度
や
そ
の
あ
り
方
が
、
生
産
力
発
展
の
あ
り
方
を
規
制
す
る
基
盤
と
み
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
は

一
定
の
理
由
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

■，
し
か
し
な
が
ら
、
.今
世
紀
I

わ
が
国
で
は
と
く
に
戦
後
資
本
主
義
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
機
械
工
業
の
内
容
は
い
ち
じ
る
し
く
変
化
し
て. 

き
た
。
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
ミ
シ
：ン
等
の「

民
生
用
機
械
％

テ
レ
ビ
、
'
ト
ラ
：ン
.ジ
ス

タ
I

ラ
ジ
オ
、
扇
風
機
等

の

「

民
生
用
電
気
機
器」

、

「

輸 

, 

送
機
械」

の
う
ち
の
乗
用
車
、
自
転
車
、
あ
る
.い
は
.ヵ
メ
ラ
、
時
計
等
の「

精
密
機
械」

等
、
種
々
の
耐
久
消
費
財
の
生
産
が
急
速
に
発
展
し
、

.

機
械
工
業
全
体
に
し
め
る
耐
久
消
費
財
生
産
部
門
の
比
重
が
増
大
し
て
き
た
"

こ
う
し
た
変
化
は
、
各
.種
機
械
の
原
材
料
、
部
品
の
生
産
部
門
の 

.
内
容
に
も
か
な
り
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
金
属
工
業
の
な
か
で
も
、
：住
宅
建
築
用
金
属
製
品
の
伸
び
も
見
逃
せ
な
い
。
'
そ
れ
ゆ
え
、
戦
後 

; 

日
本
資
本
主
義
分
析
に
お
い
て
は
、
ま
ず
金
属
工
業
、
機
械
工
業
の
内
部
構
成
と
そ
の
戦
後
に
お
け
る
変
化
を
お
さ
え
る
こ
と
こ
そ
が
肝
要
で
あ

'j: 

■ 

‘ ： 

.，
 

. 

• 

(

注
1)

-

:

:

,

:

っ
'て
、.
そ
れ
ら
を
.

「

重
工
業」

.
範
疇
と
し
.て
一
括
し
て
構
造
分
析
を
す
す
め
る
と
と
に
は
大
き
な
.限
界
が
あ
る
と
ぃ
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

: 

他
方
、
戦
後
過
程
に
お
い
て
、
セ
メ
ン
ト
、
板
ガ
ラ
ス
、
建
設
用
土
石
製
品
等
の「

窯
業」

や
、
化
学
工
業
の
分
野
に
一
大
変
革
を
も
た
ら
し

■i 

V
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ン-
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»
■;

■

一
 

日
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資
本
主
義
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苒
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構
造
分
析
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た
と
い
わ
れ
る
合
成
樹
脂
が
、
労
働
手
段
用
原
材
料
生
産
部
門
と
し
、て
の
重
要
性
を
壻
大
o

て
き
た
こ
と
も
•事
実
で
あ
る
。

.....こ
..の
..

よ
う
.，に
.考
え
.る
■と
.
'■金
属
，.
.，機

械

「

重
.工
業」

，.
.範

晴

，の

不

明

確
.さ
は
明
ら
.か
.で
あ
.

う̂
。

.

'
ま
た
、「
重
化
学
工
業」

と
.い
う
範
疇
は
一
層
不
明
確
で
あ
‘る
。

一
般
的
に「

化
学
工
業」

と
い
わ
れ
る
も
の
の
内
容
は
、
近
代
化
学
の
発
展 

に
:>
1
も
な
い
き
わ
め
て
種
々
雜
多
.̂
な
.っ
て
き
て
い
る
。.
.す
な
わ
ち
、.
.各
種
家
庭
用
品
、
家
具
、
.住
宅
用
建
築
資
材
等
の
原
料
と
な
る
合
成
樹
脂 

や

、
：
.：；
化

学
.

^
成
繊
維
原
料
で
*

^
ヤ
ー
ョ
、
ツ
、

.
'ス
.
ブ
"
^
 ̂

.
消

費

手

段 

用
原
材
料
生
產
部
門
の
補
助
材
料
と
：も
.
_い
：う
べ
：き
化
学
肥
料
生
産
部
門
、
：.あ
名
い
は
.'
各
種
金
属
製
品
、
建
築
用
金
属
資
材
、
各
種
機
械
.の
金
属 

部
品
等
の
分
野
に
お
:̂
て
> 

急
速
.に
金
属
に
代
替
し
.づ
つ
進
出
し
て
い
る
合
成
樹
脂_

労
働
手
段
用
原
材
料
•
部
品
の
生
産
部
門
、
.さ
ら
に
は
、
 

洗
剤
、.
.化
粧
ロ
|

:
医
薬
品
等
、
消
費
手
段
そ
の
：も
の
0:
.生
產
部
門
等
、_
き
わ
め
：..て
：き
.ま
ざ
ま
だ
他
格
の
生
産
部
門
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
。
そ
れ 

ゆ
：え
、
.
.一
般
に
.「

化
学
工
業」

.

.：と
い
わ
れ
る
も
の
そ
れ
自
体
が
.、Y
近
代
化
学
エ
：業
の
発
達
過
程
で
、
複
雑
さ
を
増
大
し
、

一
括
し
て
把
え
ら
れ
な 

い
%

?

.と

.，な
っ
て
い
る
.の
で
あ
っ
て
、
か
：か
.る

「
化
学
工
業」

：
を
、：
先
の
よ
う
な
金
属
、
機
械
工
業
と1

括
し
て
.「

重
化
学
工
業」

範
疇
と
し
て 

い
く
こ
.と
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
：い
わ
ね
ば
な
ち
な
い
。

そ
れ
ゆ
克
に
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
ぺ「
K

T̂
#

fT」

と
高
蓄
積
の
過
程
で
生
じ
た
種
々
の
特
徴
..変
化
が
一
応
現
実
に
あ
ら 

ゎ
れ
て
•き
たJ

一一
 

五
年
を
対
象
と
•し
て
、
生
産
諸
部
門
を
再
生
産
上
の
機
能
別
に
分
類
ん
、：
そ
れ
ら
の
•立
体
的
な
部
門
関
連
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門 

に
お
对
る
生
産
カ
の
発
展
.
資
本
の
蓄
積
等
を
考
え
て
い
.く
こ
と
が
肝
要
で
ぢ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

.

，も
.っ
と
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る「

重
化
学
工
業」

が
、
巨
大
な
固
定
資
本
投
下
を
必
要
と
し
、
生
産
諸
力
の
顕
著
な
発
展
を
反
映
す
る 

も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
独
占
資
本
の
成
立
蓮
盤
と
な
る
可
，能
性
の
強
い
こ
と
、
あ
る
い
は
世
界
市
場
の
現
状
の
も
と
で
、
輸
出
.に
お
い
て
も
有 

羽
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
ノ
軍
需
生
産
へ
の
転
換
の
基
礎
と
な
る
こ
と
等
で
、
か
な
り
共
通
し
た
面
を
も
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

全
く
否
定
す 

る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
.し
な
が
ら
、：.前

稿「

は
し
が
き」

で
も
指
^

し
た
ご
と
く
、
生
産
諸
力
の
発
展
と
巨
大
な
設
備
投
資
の
あ
り
方
、
独
占

.資
本
形
成
の
基
盤
，
，国
内
市
場
拡
大
の
.限
界
性
や
海
外
市
場
.の
：役
割
、：車
需
生
産
べ
の
移
行
の
可
能
性
等
I

こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
正
確
か
づ
綿 

密
に
分
析
し
て
い
く
基
礎
と
し
て
も
、
な
.に
よ
り
'%
:

■
ま
ず
、
生
產
諸
部
門
の
苒
生
產
上
の
：機
能
と
位
置
づ
け
を
検
討
し
つ
つ

、
.
社
会
的
総
資
本
の

再
生
産
構
造
を
明
確
に
^

て
，い
か
ね
ば
な
ら
な
：い
の
で
あ
る
。

：
，
>

........

 

■;
 

. 

'

な
お
、：.最近、政策担当者の側よ卞か

I

政
策
目
標
を
も
っ
^
5

れ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
充
分
考
え
る
，べ
き
問
題
で
は
あ
る
が
、
こ
の
点
は
い
ず
れ
あ
ら
た
め
て
検
討
す
.る
予
定
で
あ
る
。

(

注
1)

.
も
っ
と
.,
%

、
三
九
年
度
：

『

I

済
白
書』

，の
総
説
で
は
、
こ
の
点
を
反
省
し
て
か
、「

輪
出
の
童
化
学
工
業
化」

に
：お
い
て
、r

軽
機
械
1-
4

し
て
、
ミ
シ 

へ
ン
，
無
線
通
1

撒
_

,(

ラ
.ジ
ォ
、
テ
レ
ビ
な
ど)

、
家
庭
用
電
機
"

電
他
' 
電
球
、
半
導
体
摩
ハ
子

.
V
.自
転
車
、
有
線
通
信
機
器
、
光
学
機
器
、
時
計
、
テー

ブ

フ
レ
コ
I

ダ
ー
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
を「

重
化
学
工
業」

よ
り
除
い
て
い
る
.0(

七
八
頁)
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. 

.

:

.
> 

.
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.
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.

ベ：：：：

さ

て
、；
昭

和

一

.
一
一

五
年
.
~1
產
業
連
関
表」

：；を
手
が
か
.り
.と
.し
て
，
諸
生
産
部
門
：の
再
生
產
上
に
お
け
る
機
能
を
檢
討
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
前
.

:

稿
で(一：：

応
明
ら
か
に
.じ
た
が
へ：

前
稿
と
本
稿
と
の
：つ
な
が
り
、「

ホ
稿
の
主
題
を
明

ら
か
に
す
る
た

め

には
、
生
産
諸
部
門
の
機
能
の
検
討
方
法
に

つ
い
て
、i

ま
.一
度
、
：簡
単
に
整
理
し
な
：お
し
：て
、、
本
稿
の
分
析
対
象
を
し
.め
す
必
要
が
.あ
ろ
う
。

'

■

■
. 

-

.

. 

.ぐ.

.
'
.:
. 

■

,
.-
•:

:.

、
 

',
 
. _..
:.

ゾ

..

.

.

.

.

..:

■
•
 

■ 

, 

'

.

(o
m

l

章
第i

節
•
前
稿)

一

第̂
：
 
一.■に
，
.各

生

産

部

門

，
各

生

産

«

c>
^

ち
、「

中
間
需
賽
部
分
の
比
重
ャ
直
接
消
費
手
段
と
し
て
消
費
市
場
で
販
売
さ
れ
た
額
办
如
重
フ
^
国

内

総

固

定

資

本

形

成
1-
'

と

な

ら

た

額

の

比 

重
等
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
手
段
の
生
産
部
門
、
あ
る
い
は
中
間
原
材
料
•
補
助
材
料(「

流
動
資
本」

)

の
生
産
部
門…

…

等
と
い
う
生
産 

部
門
の
性
格
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
前
稿
で
く
り
返
し
強
調
し
た
ご
と
く
、
三
五
年
、「

産
業
連
関
表」

の

「

最
終
需
要」

の
 ̂

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
，
 

、
 

五

.

(

六
〇
五)



一
項
目
の
分
類
-

^

^く
：に.「

国
内
総
風
定
資
_

形
減
■

ゼ
ぬ
は
ゾ
種
あ
の
_

占
'1
知
る
'が 

;1
>
が
1.
な
が
ら
>

_

.々：&
雜
点
に
注
意
务
は
^

い
^

つ
検
討
す
れ
ば
、：着
^
^

ヾ
資
料
を
提
供
す
る
と
い
:£
る
レ
、
.'「

産
業
連
関
表」

\
は
生
産
部
門
の
.性
格
^

0
い
て
全
国
的
，
全
產
業
的
規
模
で
検
討
す
る
統
計
と
し
て
は
、
現 

在
の
と
：'こ
ち
唯
7-
の
：%'
'0
で
あ
る
か
ら
、
：：右
0.
検
討
は
.、"
現
状
で
は
.ー(

定
の
意
義
1

も̂
つ
も
:̂
^
^
 ̂

.
 

_

'•
‘
.

•

.て

右

の

検

評

方

法

は

：、
前

稿

の

第

H

早
第
一
節
で
く
わ
し
く
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
五
六
部
門
：

「

統
合
表」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
推
計
結 

果
を
第
.ー
節
第
~*
表
で
提
示
し
て
.お
い
た
。
:

-'
\

)

/ 

.

と
こ
ろ
で
、
(1
)

の
検
討
で
.は
、'.
,直
接
に
、.'-
消
費
手
段
と
な
.る
も
：の
と.、
.「

固
定
資
本
形
成」

と
な
る
.も
の
の
ほ
.か
は
、
す

べ

て「

中
間
需
要」 

部
分
と
し
て
し
め
さ
れ
r

そ
の
-
.

「

中
間
需
要」

'の
内
容—

L

た
と
え
ば
消
費
手
段
生
産
部
門
の
原
材
料
；‘
補
助
林
料
で
あ
る
の
か
、「

固
定
資
本」 

と
な
る
も
の
：の
原
材
料
•
補
助
材
料
で
_あ
る
の
か
、
等——

は
一
切
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
限
界
ば
つ
ぎ
の
ニ
.つ
の
方
法
で
補
ぅ
こ
と
が
必
要

で
あ
る
.
。
.:'
■
.

'

'..
.
.

*
 

.

. 

• 

. 

. 

' 

• 

• 

. 

. 

.

.

. 

.

:

'

、

'

.

: 

.

.

:

-

'
-■
'
.
' 

.

'

.

:

■

'

.

 

• 

‘ 

- 

.

 

.

.

.

.

.

.
 

•
'
' 

.

.

.

.

.

.

⑵

(

第
一
章
第
五
節
•
：本
稿)

——
「

中
間
需
要」

へ
部
分
の
.検
討
に
.つ
い
て
は
、
'
産
業
連
関
分
析
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た「

逆
行
^

係
数」

か
ら
も 

と
め
たr'

窮
極
的
市
場
構
成」

、
：あ
ダ
い
は「

最
終
霡
要
依
存
度」
を
検
討
す
る
、
を
が
一
家
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「

窮
極
的
市 

場
構
成」

あ
る
い
は「

最
終
需
要
依
存
度」

.
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、_
あ
る
部
門
.の
生
産
物
が
、
窮
極
的
に
は
、
い
か
な
る「

最
終
需
要」

に
よ
っ 

て
誘
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、

い
い
か
え
れ
ば
、.
直
接
的
お
よ
び
窮
極
的
：に
、
あ
る
.生
産
物
が
消
費
手
段
と
な
.っ
て
い
く
部
分
の
比
重
、
 

「

固
定
資
本
形
成
し
ノ
と
な
っ
て
い
く
部
分
^

比
重…

…

等

を
^
最
終
需
要
し
の
項
目
別
に
し
め
す
。
 

.

- 

(

/•
•%
づ
と
も
，
こ
の
検
討
で
は
、
た
；と
え
ば
直
接
消
費
市
場
へ
も
.た
ら
さ
れ
る
消
費
手
段
も
：、
へ
加
工
過
程
を
経
て
消
費
市
場
へ
も
た
ら
さ
れ
る
消 

費
手
段
の
原
材
料
も
、
：ひ
と
し
く
、
窮
極
的
に
は
浒
費
に
依
存
す
る
も
の
’：と
.し
て
し
め
さ
れ
る
。
そ
れ
ゅ
ぇ
-v
⑴
の
検
討
と
⑵
の
検
討
と
を
結
び

-

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
^

る
。
す
な
わ
ち
、
，た
と
え
ば
、
⑵
.の
検
討
で
、
.
消
費
へ
窮
極
的
に
依
存
す
る
と
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
o

の
.検
討
に 

よ
っ
て
、
it
'
^'
消
費
市
場
へ
も
た
ら
さ
，れ
：る
部
分
を
し
ら
ベ
れ
ば
、
.消
費
手
段
か
、
.消
費
手
段
の
原
材
料•

補
助
材
料
か
の
区
別
が
明
ら
か
と
な 

ろ
う
。.

.

'

-

:

•

 

, 

: 

:

!

'

.

.こ
の
(2
)
.の
検
‘討
は
-'
前
稿
執
筆
中
に
、「

逆
行
列
係
数
表」

が
.入
手
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
前
稿
で
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
囂

h

、
本 

稿
に
は
、

」

前
稿
で
行
な
ぅ
べ
き
第
.

1

章
の1

部
が
I

し
か
も
⑶
の
検
討
と
順
序
を
前
後
し
.て
1

第
五
節
と
し
て
補
足
さ
れ
て
い
る
。

.
⑶

(

第1

章
第
三
.
四
節
•
前
稿)

I

以
上
の
.⑴
⑵
の
検
討
に
よ
っ
て
、
各
生
産
部
門
に
つ
い
て
' 

消
費
手
段
生
産
の
比
重
、
消
費
手
段
用
原 

材
料
生
産
の
比
重
.…

：
等
は
検
出
さ
れ
る
。
し
か
.し
、.
生
産
が
迀
回
的
と
な
っ
て
い
る
覌
状
で
は
、
さ
ら
に
関
連
諸
部
門
の
関
係
^

—

た
と
え
ば 

消
費
手
段
生
産
の
場
合
は
、
迁
回
生
産
の

先
端
で
あ
る
基
礎
的
原
材
料
生
產
か
ら
、
.多
く
の
加
工
段
階
を
経
て
消
費
手
段
が
消
費
市
場
へ
も
た
ら 

さ
れ
る
過
程
に
お
け
る
諸
生
.産
部
門
の
間
係
^

——

を̂
み
る
必
要
が
あ
ろ
ぅ
。
な
ぜ
な
ら
、
生
産
の
消
費
市
場
が
ら
の
相
対
的
独
立
性
と
.い
ぅ
問 

題
、
過
剰
生
産
の
可
能
性
•
必
然
性
と
い
ぅ
問
題…

…

等
に
お
い
て
も
、
あ
る
生
産
部
門
が
迁
回
的
生
産
に
お
い
て
し
め
る
位
置
に
よ
っ
て
そ
の 

問
題
の
深
刻
性
も
形
態
も
異
な
る
で
-̂

ろ
ぅ
。
.こ
ぅ
し
た
関
係
は
、
.「

産
業
連
関
表
1_
の

投
入
*
産
出
の
関
係
を
く
わ
し
く
見
て
U 
く
ほ
か
は
な

.

-'

て......

'
 

.

,
...
. ..
 

..
 

.

I 

*

前
稿
の
第
1

章
第
三
*
四
節
で
作
製
し
：た
産
業
連
関
図
は
、
手
工
業
的
.方
法
で
は
^

る
が
、
右
の
よ
ぅ
な
閨
係
の
理
解
を
容
易
に
す
る
と
い
ぅ
目 

的
で
‘

.生
産
諸
部
門
、が
：相
互
に
関
係
し
あ
い
つ
つ
、
加
工
•
組
立
て
を
す
す
め
、「

最
終
需
要」

の
'
各
項
目
.へ
.生
産
物
を
供
給
し
.て
い
く
関
係
を

で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
し
よ
ぅ
と
努
力
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
ぅ
し
た
図
示
の
方
法
は
、，
厳
密
さ
を
欠
く
と
は
い
え
、
社
会
全
体
の
生
産
•

再
生

■
 

.

- 

.

章
の
な
が
で
：、
：諸
生
產
部
門
の
位
置
を
把
え
_、::
再
生
產
.の
搆
造
;0
全
体
的
輪
郭
を
し
る
1

免
に
便
利
と
悤
わ
れ
る
。

i：

第
二
章
•
本
稿)

——

さ
て
、
以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
ご
と
く
、
各
生
産
部
門
の
機
能
の
検
討
と
"
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
を
行
な
ぅ 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
產
構
造
分
析
試
論 

七

(

六
0

七)



h 

. 

•

;

.

.

、
 

> 

. 

, 

V
 

■
八

(

六
〇
八) 

う
え
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
諸
検
討
を
総
合
'し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
.

'

パ： 

-

.
■

.

本
稿
第
二
章
の
主
題
は
、
第
一
章
の
諸
検
討
に
も
と
づ
い
て
、
各
生
産
部
門
の
諸
特
徴
を
総
合
的
に
検
討
し
、
各
生
産
部
門
を
、
.再
生
産
上
の 

機
能
に
応
じ
て
グ
ル
！
プ
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
章
は
、
第
一
章
と
ひ
と
し
く
、
昭
和
三
五
年
を
対
象
と
し
た
い
わ
ゆ
る
静
態
的
な
分
析
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
今
後
、
戦
後
の
日
本
資
本 

主
義
の
再
生
産
構
造
の
特
徴
と
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
う
え
の
基
礎
作
業
と
い
う
意
味
を
も
つ
て
い
る
。

〒
.

.へ

:

：
第

一

章

第

五

節

，

「

窮
極
的
市
場
構
成
卜

;
r
.本
節
の
課
題
は
、，
本
稿
,-
.
は
し
が
：き」

.で
の
べ
た
(2
)

の
方
法——

産
業
連
関
分
析
固
有
の
：い
わ
ゆ
る「

最
終
需
要
依
存
度」

、「

窮
極
的
市
場
構

■ 

.

.

.

成」

;'
の
計
算
に
：ょ
る
方
法
一
-
を
逋
じ
て
、
諸
生
産
部
門
の
再
生
産
上
の
機
能
.を
検
討
す
る
こ
と
，で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
生
産
部
門
の
生
産
が 

い
か
な
.る

「

最
終
需
要」

,:
に
ょ
.
.つ
そ
直
接
^」

間
接
.に
.誘
発
さ
れ
た
の
.か
を
.み

る

こ

と

：
に

ょ
0
^
^
^
^

す
る
こ
と
で
あ
る
。

.

.

•

.

.

'
.

.

一
.
.

'
.
 

/

,

l

m

i

^

 

■

-

.

.ま
ず
、「

逆
行
列
係
数」

の
第
.1

生
産
部
門
の
行
べ
.ク
ド
ル
に
、
.各
.

「

最
終
需
要」
の
列
べ
.
.ク
.
.ト
ル
を
乗
ず
る
と
、
各
部
門
に
対
す
る「

固
定
資
本 

形
成」

''
.「

民
間
消
費
支
出」

等
の
.「

最
終
需
要」

に
ょ
つ
て
.、
直
接 

'間
接
に
誘
発
さ
れ
た
第
i

部
門
の
生
産
額
が
.算
出
さ
れ
る
。
こ
の
生
産 

(

誘

寒

：額

の

合ft額
を
一
〇
〇
と
し
て
>
構
成
把
を
訏
算
す
る
と
、
，第
ト
部
門
の
：生
産
が
、
：い
.
.か
な
る
部
門
に
対
す
る
.
；
.い
か
な
.る

「

最
終
需
要』 

に
よ
つ
て
誘
発
さ
れ
た
か
と
ぃ
.ぅ
生
產
麗
の
構
成
«

容
が
明
ら
か
と
.な
る
:-
'0

:,:

.

.ノ
...

と
こ
ろ
セ
、
.昭
和
三
五
年.「

産
業
連
関
表」

の
場
合
ノ
こ
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
^
逆
行
列
係
数
し
に
は
、

「

生
産
者
価
格
表.」

の.
五
六
部
門「

統
合
表」 

に
つ
い
て
ニ
つ
の
型
が
あ
る
。
す
な
わ
：ち

(
I
—
A

)
-
r

型

と

(
I
—
A

+
M

)
i

型
と
で
あ
る
。(

1

は
単
位
行
列
、
八
は
投
：入
係
数
行
列
、
M

は
輸
入
係
数
の 

:

対
角
行
列
で
あ
る
。)

前
者
€>
'

型
は
供
給.
べ
ー
ス
の「

逆
行
列
係
数
：

」

、':-

後
者
の
型
は
生
產
べ
ー
、ス
の.
.「

‘
逆
行
列
係
数」

と

呼
ば
れ
る
。
 

本
論
で
使
用
し
た
の
は
後
者
の
生
産
べー

ス
；の
，「

逆
行
列
係
数」

：
で
あ
る
。
：

;

.

こ
れ
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
は
.、
各
生
産
部.
門.
の
再
生
産
上
の
機
能
と.
位
置
づ
け
と
を
検
討
す
る
場
合.
、
そ
の
分
析
目
的
に
そ
く
し
て
、
つ
ね
に

、
国
内
生
産
額 

■

の
み
で
は
な
，く
輸
入
品
を
も
ふ
く
め
た
、
い.
わ

ば
-,

総
供
給
額」

と
い
う
べ
き
も
：の
を
基
準
と
しV

き

た
.0(

前
稿
四
八
頁)

.

そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
 

こ
の
各
生
産
部
門
の「

総
供
給
額」

が
、
い
，が
な
る
'「

最
終
需
要」

に
よ
づ
：て
誘
発
さ
れ
た
の
か.
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

.

と
こ
ろ
が
、
供
給
べ
I

K

の

i .

行
列
係
数」

(

T

A)

-
M

:に
.「

最
終
需
要」

ベ
ク
ト
ル
を
乗
じ
た
数
値
は
'

そ
れ
ぞ

れ
の「

最
終
需
要」

に
よ
っ
て
誘
発 

:

さ
れ
る
当
談
生
乾
部
門
の「

®.
内
生
産
額
プ
.ラ
ス
輸
入
額」

H
 

:「

総

供

給

額
.'-

で
は
な
く
、
■全
部
門
の
輪
入
額
を
も
し
国
内
で
生
産
し
た
と
想
定
し
た
場
合 

に
、
そ
れ
ぞ
れ
^

「

最
終
需
要
_
1..
'
に

よ
.0. 
§

発
さ
れ
る
で
あ
：ろ

う

額

で

香

。
そ
4

ゆ
え
、
：誘
発
額
の
総
計
は
、：
三
五
年
度
の「

総
供
給
額」

を
超
え
た
も 

■•
の
と
な
り
、
：

「

窮
極
的
市
場
構
成」

.：を
計
篇
し
て
も
、
；そ
れ
は
現
実
'の
：：「

総
供
給
額
ラ
の
そ
れ
と
.は
：ズ
レ
る
こ
と
と
な
る
。
.
：

こ
れ
に.
対
し
て.
、.

.Q
I

A

十M
)

上
の
型
の
：「

逆
行
列
係
数」

に

「

最
終
需
要」

ベ
ク
ト
ル
：を
乗
じ.
た
数
値
は
、「

最
終
需
要」

に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
国
内 

:

:■
:

生
産
額
の
み
と
な.
る
。
し
た
が
っ
t-

、「

総
供
給
額
,-
:-

の
う
ち
輪
人
額
の
し
め
る
比
重
の
高
い
生
產
部
門
で
は
、'
誘
榮
額
の
総
計
は
、

こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ
の 

ン
検
討
し
て
き
た「

総
供
給
額」

.
'
よ...
り
は
る
か
、に
.
少
額
：と
な
る
。.

た
と.
え
'
ば

.、

.
第
1,
4

表
の..「

銑
鉄
、
粗
鋼」

，
ひ
誘
発
紙
0.

総

計

は

ー
_

一
六」

一

一

五
〇

(

百
万 

円)

で
あ
る
が
、
磁
供
給
額」

は
、

ー
、.
ニ.
ー
ー
：九
、0. ̂

ン
，.

-

'

し
か
し
な
が
ら
、(

T

A

-f
'

M

)

a

型
の
'.
'「

逆
行
列
係
数」

で
は
、「

最
終
需
要」

に
：よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
輪
入
額
は
、
窮
極
的
に
は
、
国
内
生
産
額
と
同
じ 

■■
■'-

■
比
率
で
、
各
.「

最
終
需
要」

..
項
目
.に
分
解
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
.て
い
る
。
誘
発
輸
入
額
は
、
ぞ
れ
ぞ
れ
の
龈
門
の
輸
入
係
数
を
、
そ
の
誘
発
国
内
生
産
額 

に
乗
じ
た
額
と
な
っ
て
い
る
。'
:

:

:.'
公

.

:

•

.

'

.
 

;

•

.
 

し
た
が
っ
て
、
ル
务
か
か
か
か
.
|^ >

か
ル
心
、
誘̂

国
内
生
產
額
の
み
に
が
ん
.す
^

「

窮
極
的
市
場
構
成」

.の
比
率
の
検
討
を
行
な
^
^
て

も
、

そ
れ
は
、
わ 

.

.れ
わ
れ
が
こ
れ
ま
で
対
象
と
し
て
き
た「

国
内
生
産
額
プ
ラ
ス
輸
入
額」

：.||
:-「

総
供
給
額
_
|に
が
.ん
す
る「

窮
極
的
市
場
構
成」

の
；比
率
.の
検
討
と
同
様
の
こ 

■

と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
 

、

:

一
例
と
し
て
、「

鋭
鉄
-
粗
鋼」

、
.

「

基
礎
化
学
薬
品」

、
両
部
門
の
計
算
結
果
を
あ
げ
る
と
第
14
，〜

1,
7

表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

た
と
え
ば
第
I
,表 

の
.「

民
間
消
費
支
出」

•の
列
と
、「

.一
般
作
物」

の
行
の
交
わ
る
欄
の
数
字
一
、
三
〇
三

(

百
万
円)

は
、「

一
般
作
物」

に
対
す
る「

民
間
消
費
支 

日
本
資
本
主
齋
の
再
生
産
構
造
分
析
試
離
-

, 

、
- 

, 

ブ
.(

六
〇
九)
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:出

-1
-
-
:が

窮

極

的

：に

意

発
1>
'

た
，：『

銑
鋏
：>
:
.粗
鋼
,-
;
.
0:国

u

、; :
;:
.

「
1

般
作
物」

；
把
販
売
さ
れ
、
,;「

：
ー

般

作

物

」

':
':

,̂.「
i

定
資
本
形
成」

の 

列
と
、：「

一
：般
機
械j 

.の
行
と
の
.交
わ
る
：欄
;0
数
字
1
1〇
八
、

一
〇
九
，(

百
万
円)

は
、
.

「

固
定
資
本
形
成」

と
な
っ
たr

一
般
機
械」

に
よ
っ
て 

窮
極
的
に
誘
発
さ
れ
た
.「

銑
鉄
•
粗
鋼」

の
生
産
額—

い
い
か
え
れ
ば

、.

「

_
鉄
.«

粗
»

.
ー
の
生
貞
_

の
う
ち
.、
ー
窮
極
的
に
み
る
と
、「

一
般
機 

械J 

.

と
い
う
形
態
を
と
っ
て
.「

固
定
資
本
形
成」

へ
入
り
こ
ん
だ
額
で
あ
る
。

：

'

第
15
，表
は
、
右
の
各
攔
が
、「
銑
鉄
*
粗
鋼」

生

産(

誘
発)

総
額
の
う』

で
し
め
る
比
重
•一
を
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、「

銑 

鉄
•
粗

鋼」

の
一
一.三
•
ニ
.％

が

，
「

一‘般
機
械」

.(

う
ち
^「

固
定
資
本
形
成』

分
は
一
八
.
.
.六
％)

-
に
.よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
_、

一
 

八
•

六

％

が「

建

築」
(

ほ
と
ん
ど
す
ベ.
て

が「
固
定
資
本
形
成」

)

'

に

よ

つ

て

ぐ

ー

'
,
五

.
六

％

が「

土

木」

：(

ほ
と
ん
：ど
す
ベ
て
.

が

「

固
定
資
本
形
成」

)

•に
よ
つ

- 

.. 

•

て
誘
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

'
第
1,
-
5表

の「

最
終
需
要」

項
目
毎
に
合
計
し
た
比
率
^

^
第
15
,
表
の
最
下
攔
の
合
計
の
比
率
は
、
こ

の「

鎌
鉄
•
'姐
鋼」

部
門
の
い
わ
ゆ
る

『

最
終
需
要
依
存
度』

、
あ

る

い

は

『

窮
極
的
市
場
構
成』
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ー
窮
極
的
に
は
、「

銑
鉄
•
粗
鋼」

部
門

.

•

 

...

0

五
七v

三
％
が
.

「

固
定
資
本
形
成」

の
：総
計
に
よ
っ
て
譟
発
さ
れ
、''
ニ 

一
 

•

三
％
が

「

_

出」

_
の
総
計
に
よ
っ
て
、

一
一
二 
•

五
％
が

.

「

民
間
消

費
支
出」

の
諸
部
門
に
対
す
る
需
要
の
総
計
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
こ
と
が
分
る
。
r'
.

l
.
.
.

■: 

_ 

............

. 

.

.

.

. 

.. 

.

. 

:

. 

-
.

 

. 

.

.

.

.

.. 

.

(

一
般
に
は
、
こ
の「

最
終
需
要
'-

項
目
ご
と
に
合
計
し
た
比
率
を『

最
終
需
要
依
存
度』

、『

窺
極
的
市
場
構
成』

と
よ
ん
で
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の 

内
容
を
七
る
こ
と
の
重
要
性
を
考
え
、
各
部
門
毎
に
、
第
1,
4

〜

1,
7

离
の
ご
と
き
計
算
を
行
な
っ
た
。':-
-

わ
れ
わ
れ
が
、.「

最
終
需
要
依
存
度」

、「

窮
極
的
市
場
構 

成」

に
よ
る
検
討
方
法
と
い
う
場
合
に
は
、
第
1,
4
~

1,
7

表
の
ご
と
き
構
成
内
容
の
検
討
を
ふ
く
め
て
ぃ
る
。
合
計
し
た
比
率
に.
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
と
く
に
ニ 

道
か
っ
こ
に
い
れ
、『

窮
極
的
市
場
構
成』

と
し
て
区
別
す
る
こ
と
に
す
る
。).

と
こ
ろ
で

.、
右
に
み
て
き
た「

窮
極
的
市
場
構
成」

の
.計
算
に
も
と
：づ
く
検
討
は
、
生
産
物
が
：最
終
的
に
い

'か
に
利
用
さ
れ
る
か
を
し
る
う
え'

 

に
貴
重
：な
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と.い
え
る
が
、..こ
の
検
討
で
は
、「

は
し
が
き」

で
の
べ
た
ょ
う
に
、、.た
と
え
ば
、
直
接
消
費
市
場
へ
も
た
ら

さ
れ
る
消
費
手
没
生
産
部
門
も
、
加
工
過
程
を
経
て
最
終
的
.
に
消
費
市
場
へ
も
た
ら
さ
れ
る
消
費
手
段
の
原
材
料
•

補
助
材
料
の
生
産
部
門
も
、

.
 

、

_

.

レ
い
。

に
消
費
市
場
に
依
存
す
る
も
.の
と
し
て
し
め
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
両
者
を
区
別
す
る
た
め
に
は
、
前
稿
第
一
節
で
行 

I;': 
.
■■

; •

な
っ
た
ょ
う
な
検
討——

す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
物
が
、
.s'
#

「

民
間
消
費
.支
出J

’
「

固
定
資
本
形
成」

、「

中
間
需
要」

•等
と
な
る
比 

|
縣」

；
.

：.电
の
検
討
と
結
び
つ
け
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
第
:,
4〜

1,
7

表
と
関
連
づ
け
る
た
め
、

一
応
，.

「

輸
出」

や
.

「

在
庫
純
増」

等
を
も
ふ
く
め
て
計
算
し 

:
;ニ
：:;
;;;

:'
.'
'
.た
比
率
を
対
比
し
た
の
が
第
1,
8

表
で
あ
名
。;

'
ソ

T
.
"
. 

‘

ニ
/,
.:
':
'
-:.
_ 

:第
1,
8

表
で
、
：一
一
つ
の
比
率
を
対
吣
し
て
み
る
と
，「

⑩
銖
ン
粗
鋼」

、r

基
礎
化
学
薬
品」

は
、：
そ
め
.ほ
と
ん
ど
す
べ
て

が

「

中
間
需
要」

と
し 

:

.

て
諸
部
門
に
販
売
さ
れ
へ
か
^

&

か
絕
で
影
&

办

や
.「

固
定
資
本
形
成」

.「

民
間
消
費
支
出」

，等
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
分
る
。
ま
た
、
た
と 

え
ば
、「

銑
鉄
•
粗
鋼」

に
つ
い
て
み
れ
ば
、
：そ
の
ま
ま
の
形
態
で「

輸
出」

さ
'れ
る
も
.の
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第 1 - 8表 『窮極的市場構成j と直接的販路構成の対比（例示） (%)

圓

中 間
需 要

家計外 
消费支
埤 ■

民間消 

费支出

一般政 
府消费
支W

国内固 
定資本 
形成

在 庫  
純 増

輸 出 計:::こ

銑鉄 •粗鋼 販 路 構 成  
**窮極的市場構成』

106. 8 0
1.2

A0.3
13.5 •1.6

A5.6
57.3

A1.3
5.2 場

100,0 
* 100.0

基 礎 化 学  
薬 品

販 路 構 成  
1 窮極的市場構成

93.3
4.9 45,8

0.3
2,7 18.4

2.7
8.9

3.8  
18.4

100.0
100.0

漁 業
販 路 構 成  

/ 窮極的市場構成』
42.9 1.8

3.7
41:6 
71,1 0.1

0
2.7

1.8 11.9 
18; 3

100.0
100.0

飲 料
販 路 構 : 成  
卞窮極的市場構成』

, 6. 2 23.6
24.9

64.9
69.1

0 0
0.2

5.0
5.3

0.3
0.4

100.0
100.0
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接
消
費
さ
れ
る
も
の
と
、
加
工
さ
れ
て
'消
費
さ
れ
る
も
の
と
が
合
体
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
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上
.の
上

：う

な

検

討

に
.よ
づ
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れ
わ
れ
は
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生
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部
作
の
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総
供
給
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ド
の
う
ち
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間
需
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、
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.
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.
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.
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要」

：
と

し

て販

売

さ

れ

る

部

分

が

、
窮

極

的

に

い

か

.な

る

•「

最
終
需
要」

に
人
づ
て

い

く

の

か

と
い

-• 

. 

.

■■
う
点
^

9
い
；て
興
味
.あ

：る

資

料

を
5

る」
J
:

と
が
で
き
る
。
と
く
に
社
会
的
分
業
が
高
度
に
発
展
し
た 

■
規
状
.で
.は
;'
满
稿
第
ー
.節

の

：第
一
，表

で

明

ら

、か

な

u

と
：く
7

「

銑
鉄
‘
粗
鋼」

，「

基
礎
化
学
薬
品」 

め
よ
う
に
、
そ
め
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
雰
が
'-
.
'中
間
養
要」

で
あ
？

諸
部
門
に
販
売
さ
れ
る
と
い 

:
う
生
産
部
門
が
：非
常
に
多
い
の
で
あ
る
か
ら
、
以
上
の
よ
：5
な
検
討
に
.よ
つ
て「

中
間
需
要」

•部
分 

0
窮
極
的
な
市
場
構
成
を
し
る
こ
と
の
意
義
は
大
ぎ
い
。
ま
た
、
.す
で
に
指
摘
し
た
.ご
と
く
、「

ま 

:

業
連
関
表
1-
で
は
；、：
，.原
材
料
'の
加
工
や
，
機

械

関

係

の

部

品

の

組

.立

て
.の1

,

部

分

が

，、

自

部

門

へ

の

販

流

と.し
：て
あ
ら
わ
れ
る
た
め
、:.
.
-当

該

生

産

部

門

の

，

「

中

間

需

要

：

」

'
部
分
の
比
率
が
高
ま
り
、
当
該

• 

■ 

, 

:

.

■

■

'
 

*

>

生
産
部
門
の
販
路
を
不
明
瞭
に
す
る
'と
.い
.う

：問

題

が

：あ

：
つ

■
た
が
、「

窮
極
的
市
場
構
成」

の
検
討
で 

は
、

こ

れ

ら

の

自

部

門

内

販

売

も

自

部

門

そ

の

も

：の
，
の

窮

極

的

な

市

場

に

分

解

さ

れ

て

い

く

と

い

う 

利
点
が
あ
る
，

,
.
.

」

:

' 

,さ
ら
に
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
、
:,
い
わ
ゆ
る『

窮
極
的
市
場
構
成』

.
の
み
で
は
な
く
、.
第
1,
4〜

1,
7

表 

の
ご
と
き
内
容
の
.検
討
を
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
た
と
え
ば「

銑
鉄
•

粗
鋼」

が
窮
極
的
に
い
か
な 

る
市
場
に
依
存
す
る
.か

と

い

う

点

，に

つ
.い
て
、
単
に
、「

固
定
資
本
形
成」

、「

民
間
消
費
支
出」

等
、

:
「

最
終
需
耍」

項
目
ご
と
の
比
率
を
.し
る
0

み
で
は
な
く
、「

.
1般
機
械」

、
：「

建
築」

、『

土
木
*-
、「

輸
送
機
械」
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•
：
等
と
い
う
形
態
に
お
け
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固
'

マ
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資
本
形
成
/

あ
る
い
は「

.輪
送
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械
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般
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械」

'
と
い
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態
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お
け
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輸
出」
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、.「

窮
極
的
市
場
構
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率
を
し
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が
で
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し
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か
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検
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部
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再
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造
上
‘の
機
能
‘を
考
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す
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う
え
に
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な
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詳
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料
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密 機 M  

の 他 の 製 造 業  

築 (攰設補修を含む） 

木 

力

市 ガ ス  

道(清掃業を含む) 

輪

(第1-9表のつづき）

12.4 (1.8) 1.5(0.3) 86.1(0.1)

24.5 (2.5) 1.7(0, 5) 73.8(0.1)

20.1 (3.5) 5,5(0. 5) 74.4(0.3)

54.0(16.8) 7.7(6. 5) 38.4(0. 2)

64, 2( 9,3) 3.5(2.4) 32. 3(0. 2)

11.2( 7.5) 1.3(0. 9) 87, 5(0.1),

0 0 ‘ 100.0(0 )

66.7,(13.6) 5.1(2.5) 28.3(0.5)

81:0(13.6) 7.3(5. 8) 11.8(0.1)

77.1(16.6) 6.9(4. 3) 16.0(0. 2)

68.2 ( 9.1) 5.4(1.9) 26.4(0.5)
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日
本
資
本
主
義
の
！

e

生
産
構
造
分
析
試
論

注 1 B 額基準の意味は本文参照。

注 2 正確には な お 消 费 支 出 は 「家計外消費支出 j プ ラ ス 「民間

消費支出 j

「最終需要 j によって誘発された生産額 

夢照のこと。

費支出による

額B

.支出による誘発額

額

盤政府液
B

国内総111定資本形成による誘発額

本 文 2 1 ^ 2 4頁

3

B

( ) 内の数は,サービス諸部門に対する各 

が B 額にしめる比率であるが，

額

注

注

注

し
た
が
っ
て
、
B

額
を
基
準
と
し
た「

窮
極
的
市
場
構
成」

を 

も
と
め
、
こ
れ
と
、
A

額
を
.基
準
と
し
た
直
接
的
な
舨
路
構
成
と 

を
各
部
門
ご
と
に
比
較
‘
検
討
す
る
方
が
、
各
生
産
部
門
の
機
能 

.
'を
考
え
る
ぅ
.え
に
妥
当
で
あ
る
。

.

.

.
な
お
，
右
の
修
正
の
際
、

さ
ら
に
、「

家
計
外
消
費
支
出」

と 
「

民

間

消

費

支

出
1-
.
,
と

を

合
ft

し

て

、
m

費
支
出
n

消
費
手
段
に 

.
対
す
る
支
出
と
み
.な
し
、
こ
の
消
費
支
出=

消
費
手
段
に
対
す
る 

支
出
に
ょ
っ
.
て
誘
発
さ
れ
た
額
と
そ
の
比
率
を
B

額
を
基
準
と
し 

て
も
と
め
る
こ
と
.
.に
し
た
。
こ
の
両
者
を
消
費
手
段
に
対
す
る
支 

出
と
し
て
一
：括
し
た
.の
も
'

前
稿
の
A

額
に
も
と
づ
く
直
接
的
販 

,

,

路
構
成
の
検
討
の
場
合
と
同
様
で
あ
つ
て
、
前
稿
で
す
で
.に

の
ベ 

た
理
由
.に
ょ
る
も
の
で
あ
る
。

右
の
ょ
ぅ
な
形
で
修
正
を
行
な
っ
た
.『

窮
極
的
市
場
構
成』

の 

ー
覧
表
が
第
:,
9

表
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

紙

数

の

関

係

上

、
.
第

1 4

,〜 

L7
,表
の
ご
と
き
钿
か
い
内
容
の
も
の
を
す
ベ
て
掲
げ
る
こ
と
は
で 

き
な
か
っ
た
が
、
'こ
れ
は
第
二
章
の
分
析——

と

く

に

各

種

.の
原 

へ
材
料
生
産
部
門
の
検
埤
に
お
い
て
大
い
に
利
用
す
る
こ
と
に
な
る 

の
で
、
そ
の
際
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。1

九

(

六一

九)
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第 i - 9表 b 額 を 菡 準 に し た r窮極的市場構成 j ヽ

他 1) (%)
消 費 支 出 （洋2) 一般政府消費 (注3) 固 定 資 本 形 成 (注4)

1 一 : 般 ， 作 物 98.5 (0.2) 0.1(0.1) 丄 4(0.0)
2 ェ 芸 作 物 80.3(5.7) 3.0(2.0) 16.8(0.2)
3 織 維 用 畜 産 83.8 (5.0) 1.5(0:8) 14. 8(0. 2)
4 そ の 他 の 畜 産 養 赉 95:3 (0.8) 0.4(0.2) 4.4(0.0)
5 林 業 42.6 (9.4) 2.4(1.4) 55.0(0.3)

6 漁 業 96.1 (1.1) 0.4(0.3) 3. 5(0.0)
7 石 炭 • 3E 炭 54.8(10.3) 5.1(2.6) 40. 2(0.3)
8 鉄 鉱 石 17.3 (4.8) 2.1(0.7) 80, 6(0. 2)
9 非 鉄 金 属 鉱 石 29.1(5.3) 2,7(1.2) 68.1(0,2)
10 原 油 • 天 然 ガ ス 58.5(13.9) 7.1(2.1) 34.4(0.9)

11 そ 0 他 の 鉱 業 32.6 (3.6) 1.6(1.0) 65.7(0.1)
12 屠 殺 • 肉 • 酪 農 品 98.3 (0.5) 0.2(0.1) 1.4(0.0)
13 水 産 食 品 97,8 (0.7) く 0.2(0.2) 2.0(0 0)
14 精 殽 . 製 n 99.6 (0.1) 0.1(0.1) 0.4(0. 0)
15 そ の 他 の 食 料 品 99.1(0.4) 0.1(0.1) 0. 8(0.0)

16 取 料 99.8 (0.1) 0.1(0.0) 0. 2(0. 0)
17 煙 草 100.0 0 0 .し？..
18 天 然 織 維 紡 績 85.7(4.1) 1.3(0.7) 13.0(0.2)
19 化 登 戡 維 紡 績 85.5(4.3) 1.4(0.7) 13. 2(0. 2)
20 織 物 •その他の織維製品 86.0 (4.2) 1.3(0.7) 12.6(0.2)

21 身 '廻 品 89.4 (5. &) 2.8(1.0) 7.7(0.3)
22 製 材 • 木 製 品 26,7 (9,5) 1.9(1.2) 71.4(0.3)
23 家 具 46.8(10.2) 3.0(1.8) 50.2(0.5):
24 パ パ，. プ •. 紙 67.1(23.3) , 7.2(4.0) 25.7(1.0)
25 印 刷 出 版 76.8(32.7) 9.3(4. 6) 13.9(0.8)

26 皮 革 • 皮 革 製 品 83.1 (4.7) ' 3.0(1.1) 14.0(0,1)
27 ゴ ム 製 品 44.2 (5,2) 4.7(1.8) 51.2(0.2)
28 基 礎 化 学 薬 品 70.6 (7.2) 3.7(2.3) 25.7(0.2)
29 化 学 戡 維 原 料 84.2 (4.8) 1.5(0.9) 14.2(0； 2)
30 そ の 他 の 化 学 製 品 78.5(14.1) 9.1(7.7) 12.4(0.1)

31 5 汕 製 品 57.9(14.1) 7.2(2.0) 34.9(1.0)
32 石 炭 製 品 26. 0 (4.1) 1.6(A0.2) 72.4(0.2)
33 m 業 • 土 石 製 品 19.5 (5.4) 1.5(1.0) 79.0(0,1)
34 銑 鉄 • 粗 鋼 19.9 (4.9) 2.2(0.8) 78.0(0.2)
35 鉄 m 一 次 製 品 17.8 (4.2) 2.0(0.7) 80.2(0.2)

36 非 鉄 金 属 一 次 製 品 30.3 (5.4) 2.9(1.2) 66, 9(0.2)
37 .金 厲 製 IIU 25.2 (6.5) 1.8(0.8) 73.0(0,3)
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ま
た
、
直
接
的
な
販
路
構
成
と
の
対
比
も
、
第
二
章
の
第
I

,
表

「

総
括
表」

で
掲
げ
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
が
、
そ
の
総
括
表 

で
用
い
て
い
る
の
も
、
右
の
よ
う
な
修
正
を
行
な
っ
た『

窮
極
的
市
場
構
成』

で
あ
る
点
、
.
前
も
っ
て
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

も
ち
ろ 

.
:

ん
、.
こ 
'の
よ
う
な
修
正
は
、：

第
.

1

,
二
章
の
分
祈
課
題
に
よ
る
も
：の
で
あ
ゐ
：て
、v
後
に
、：
再
生
産
構
§

析
.の
ー
‘
.環
と
1>

て
>
輸
出
市
場
の
問
題 

を
と
り
あ
げ
る
際
に
は
、
'
か

か

る

修

疋

を

行

な

デ

以

前

め

，

「

輸
出」

：：

が
も
ふ
く
：：め
.
た
、
窮
極
的
市
場
構
成」

.

の
計
算
が
重
，要
な
意
味
.を
も
っ
て

く
る
こ
と
は
い
う
支
で
も
な
い
。
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.さ
て
：、
以

上
の

こと
か

ら「

窮
極
的
市
場
構
成」

;'

に
も
と
：づ
く
検
討
の
意
義
が
明
ら
か
.
で
あ
6'

う
が
、
：し
か
し
、：

か
か
る
方
法
に
.
よ
る
：検
討

.

.

. 

.

.

.

.

.

.
'
.
.

パ*
. 

:■

:

.

. 

.

.

.

.

は
、
わ
れ
わ
れ
の
目
的
か
ら
す
る
と
か
な
り
の
限
界
を
も
っ
て
い
る
こ
と.
も
見
逃
し
て
は
.な
ら
な
い
。

:'

.

-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
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第
一
：に
、
.「

逆
行
列
係
数」

：
は
五
六
部
門
；「

統
合
表」
-'
'
.に
：つ
い
て
の
み
し
か
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、

こ

の「

統
合
表」

五
六
部
門
に
は
、
 

か
な
り
性
格
|の
異
な
る
部
門
が
統
合
さ
れ
て
い
る
.(

第
ニ
章
第
1;
1

表
参
照)

の
で
、
五
六
部
門
に
か
：ん
，す
る
以
上
の
よ
う
な
検
討
に
つ
い
て
も
不
明

.

.

I'

,'
.
.
. 

.

 

•

確
な
点
が
猶
々
残
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
.「

基
磔
化
学
薬
品」
に
は
、■「

無
機
基
礎
化
学
薬
品」

、「

有
機
基
礎
化
学
薬
品」

.、
'「

合
成
染
料」

、

「

合
成 

樹
脂」

、「

化
学
肥
料
H

奪
、
再
生
産
上
の
機
能
の
点
か
ら
み
て
内
容
的
に
区
別
さ
れ
ざ
べ
を
各
種
生
産
部
門
が
ふ
く
ま
れ
てi

,

る
。.，
と
く
に
、
近 

，代
化
学
の
発
展
途
上
に
あ
る
現
在
、
と
れ
ら
を
区
別
す
る
必
要
性
は
大
き
い
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
.「

基
礎
化
学
薬
品」

に
一
括
•
統
合
さ
れ 

て
い
る
た
め
、
第
1 6
,
1,
7

-
表
の
み
を
検
討
し
て
も
、
そ
の
く
わ
し
い
内
容
は
明
確
と
は
な
ら
な
い
。
.
'

.

第
二
に
、
す
で
に
強
調
し
た
ご
と
く
、.「

産
業
連
関
表」

で

は「

固
定
資
本
形
成」
と
い
わ
れ
る
部
分——

し
た
が
っ
て
労
働
手
段
部
門
の
販

• 

.

.

.

.

.

.

.
 

‘ 

. 

.

路
構
成
が
.
一
切
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て「

銑

鉄
..

粗
鋼」

の
.

r

窮
極
的
市
場
構
成」
と
い
っ
そ
も
、
' 
た
と
え
ば
、「

一

般

儘」

、「

建
築」

と 

い
う
形
態
の
：「

固
定
資
本
形
成」

の.
比
率
は
明
ら
か
と
な
っ
て
も
、
こ
.
れ
が
い
か
な
る
生
産
部
鬥
に
お
い
て
労
働
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る「

1

般
機
械」

で
あ
る
か
七
い
う
点
は
.
一
切
不
明
で
あ
る
。
' 

と
く
に「

建
築」

の
場
合
は
，
種
々
の
建
築
す
べ
て
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
か
ら
、「

銑
鉄
• 

粗
鋼」

'

を
誘
発
し
た「

建
築」

の
う
ち
、
ど
れ
だ
.
け
が
い
か
な
る
生
産
部
門
の
工
場
で
あ
り
、.
ど
れ
だ
け
が
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
の
建
物
で
あ
り
、
 

ど
れ
だ
け
が
住
宅
で
あ
る
か
は
一
切
分
ら
な
い
。.

-

..
■■
.

- 

.第
三
.に
、
本

稿「

は
し
が
き」

：で
ふ.
れ
た
よ
う
に
、
.
こ
の
方
法
で
は
.、

「

中
間
需
要」

部
分
の
窮
極
的
な
市
場
の
み
が
し
め
さ
れ
る
の
で
、
た 

七
え
ば「

基
礎
化
学
薬
品」

の
約
半
分
が
窮
極
的
に
消
費
手
段
と
し
て
消
費
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
分
.つ：て
も
、.
そ
の
部
分
が
、
消
費
手
段 

の
最
終
生
産
部
門
.に
原
材
料
を
提
供
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
の
か
、.
迂
回
的
生
産
め
起
点
を
'な
す
基
礎
的
原
材
料
を
生
産
す
る
と
い
う
内
容
で 

あ
る
の
が
と
い
う
と
と
は
、
以
上
の
検
討
そ
の
も
の
か
ら
ば
明
ら
：か
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
前
_

三•

四
節
の
図
示
で
補
足
す
る
よ
り 

他

な

い
.0

ノ

.

.

 

.

.

第
四
に
、'
わ
れ
わ
れ
は
、
各
種
.の
機
械
の
修
理
や
、
エ
場
の
補
修
等
は
、：
.労
働
手
段
の
労
働
手
段
^
し
て
の
機
能
の
維
持
の
た
め
の
も
の
と
考 

え
る
。

し
か
し
、「

産
業
連
関
表」

：
で
は
、.
.

修
理
は
、
機
械
を
利
用
し
て
い
る
部
門
へ
、の
販
売
と
し
て
.

あ

ら

わ

れ

.て
い
る
結
果
、
消
費
手
段
生
産 

部
門
や
、
消
費
手
段
の
原
材
料•

補
助
材
料
生
産
部
門
に
お
け
る
機
械
や
建
物
の
修
理
の
た
め
.
の
原
料
や
部
品
は
、
窮
極
的
に
は
、
消
費
の
原
材
‘

 

料
と
し
て
機
能
し
た
か
の

ご

と
き
外
観
を
©

す

る

の
で
あ
る
9

た
と
え
ば
、.
'「

一.•
般
機
械」

の
う
ち
の
農
業
機
械
の
修
理
が
行
な
わ
れ
た
場
合
、
 

「

銑
鉄
、
粗
鋼」

I

「

鉄
鋼
一
次
製
品」

一
V

「

一
般
機
械」

1:

(

修
理
用
材
料
部
品)

一
^

「
1

般
作
物」

：1

「

精
穀
•
.

製
粉」

I

「

民

:
 

_

 

(

農
業
機
械
の
修
理)

.
間
消
費
支
出」

と
.な
り
、.「

民
間
消
費
支
出」

の

「

精
穀
.

製
粉」

に
対
す
る
支
出
に
よ
つ
：て
..「

銑
鉄
-

粗
鋼」

が
誘
発
さ
れ
た
と
い
：う
形
を
と

つ
.て
あ
ら
わ
れ
る
。
し
た
が
づ
て
、.
こ
：れ
ら
に
よ
つ
て
鉄
鋼
関
»

や
機
械
関
係
、の
：生
産
部
門
の
窮
極
的
：な

「

民
間
消
費
支
出

」

依
存
：度
は
高
め
ら

' .

-

.

. 

.

.

.

.
 

• 

. 

. 

• 

•

第

五

、：

 '

最
後
に
き
わ
め
て
む
ず
が
：し
：い
：問
題
ど

.
じ
：て
サ1

ビ
ズ
的
諸
部
門
の
存
在
に
と
^

な
う
麗
が
あ
る
"：：

わ

れ

わ

れ

は.:
'
'
当

面

生

産

諸

部
 

門
に
限
定
し
て
考
察
を
す
す
め
て
い
る
が
、「

窮
極
的
市
場
構
成」

の
計
算
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
の
投
入
•

産
出
が
介
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

/. 

• 

•
.. 

• 

■
 
• 
- 
- 
- 

■ 
-

■ 

• 

• 

. 

ノ.
.

'

日
本
資
本
主
義
の
苒
钜
産
構
造
分
析
試
論 

.

 

.

二
.
一，

(

六
ニ
ー)



た
と
え
ば
、
第
レ
表
に
よ
れ
ば
、「

商
業」

に
対
す
る「

民
間
消
費
支
出」

に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た「

銑
鉄
•
粗
鋼」

は
九
、
六
五
四(

百
万

円)

、
-:,

「
そ
の
.他

の

サ

ー

ビ

ス

」

'に

対

す

る:-
>
民

間

消

費

支

出

」

：
に

よ°
て

誘

発

さ

れ

た

も
'の

は

、

八

、
'

':
:
一
一
 

九
ハ
百
万
円

)

で
あ
る
。
こ
の
内
容
は
、

「

産
業
連
関
表」
の
投
入
，
産
出
関
係
に
よ
っ
て
推
測
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
ぅ
な
関
係
を
主
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
：
'

;

銑
鉄
：•
粗
鋼
I

鉄
鋼
一
次
製
品
1

建

築

(

補
修)

I

商
業
i

民

間

消

費

支

出

：

:

:

:
:

.

'
_

>

個
人
サ
I

ビ
ス
i

民

間

消

費

支

出
'.
.

■

‘：

r-
電
気
機
械
i

電
，
ガ
4

商
業
I

民

間

消

費

支

出

.

•

.

-

(

修
理)

:

—

個
入
サ
■
丨
ビ：：

ス
I

民
間
消
費
支
出
\
 

. 

■

■

'.
.
:
'

(

誘
発
関
係
は
、
矢
印
の
逆
の
関
係
に
な
£

.

.

ぐ
：

' 

,
 

.
■
こ
の
場
合
に
は
、「

銑
鉄
.
•粗
鋼」

は
消
費
手
段
生
産
の
た
め
の
原
材
料
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
他
の
消
費
手
段 

生
産
物
の
流
通
面
に
お
け
る
商
業
的
活
動
ぐ
サ
ー
ビ
ズ
的
活
動
そ
ル
自
体
に
必
要
な
店
舗
の
改
造
や
、
電
カ
の
生
産
の
た
め
の
資
材
と
し
て
機
能 

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
住
宅
の
補
修
や
台
所
用
品
の
原
材
料
と
し
て「

銑
鉄
•
粗
鋼」

が
必
要
で
あ
る
と
い
ぅ
の
と
は
厳
に
区
別
す
べ
き 

で
あ
る
。
.， 

：
：

. 

.

. 

，

' 

.

し
か
し
な
が
ら
、「

窮
極
的
市
場
構
成」

に
お
い
て
は
、.
商
店
の
補
修
等
に
よ
：っ
て
誘
発
’さ
抝
る
場
合
も
、
と
も
に
窮
極
的
に
は「

民
間
消
費 

支
出」

に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
も
の
と
し
て
.あ
ら
わ
れ
、.
一
般
に『

窮
極
的
市
場
構
成
.

』

と
い
わ
れ
る
場
合
に
は
、
第
14
，〜

1,
7

表

の「

民
間
消
費 

.
支
出」

#

「

最
終
需
要」

の
総
計
の
比
率
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
 

、

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
点
の
不
合
理
性
に
着
目
し
て
、
各
生
産
部
門
の
：「

窮
極
的
市
場
構
成」

の
計
算
で
は
サ
I

ビ
ス
部
門
を
媒
介
と
し
た「

最

終
需
要」

に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
も
の
を
計
算
し
て
み
た
。
：
た
だ
し
、
前
稿
五
ニ
頁
.で
も
指
摘
し
た
ご
と
く
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
現
実
的
確
定
は

• 

•.

.
困
難
で
あ
る
た
め
、

一
応
便
宜
上
、
.
.

「

商
業」

、「

金
融
•
.保
険」

、.「

不
動
産
業」

、-「

公
務」

、

「
公
共
サ
ー
.ビ
ス」

、

「

そ
の
他
の
サー

ビ
ス」

の
部

. 

. 

. 

•

分
を
計
算
し
た
。

「

運
輸」

：
に
，つ
い.て
：は
、
前

稿(

六
'

 

一
頁)

，
で
.

.

は
生
産
活
動
の
延
長
部
分
の
比
率
■を
推
計
し
た
が
、.
誘

発

額

.につ
い
て
そ
の
比
率

を
推
計
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
の
で
、

一
応
全
部
生
産
部
門
の
な
か
へ
入
れ
て
お
い
た
。

本

節

第
.9

表
の
>

 

各
生
産
部
門
の
：『

窮
極
的
市
場
構
成』

に
お
い
て
、
各

「

最
が
#

罾」

.項

目

ご

と

に

へ)

に
入
っ
て
い
る
比
率
が
、
サ
ー

ビ
ス
部
門
を
媒
介
と
し
た
'「

最
終
需
要」

.に
よ
る
誘
発
の
比
率
で
あ
る
。
.

、
、

た
と
え
ば
、.
こ
れ
に
よ
っ
.て
、「

印
刷
出
版」

部
門
で
は
、
.
B
額
の
う
ち
七
六
V

A

%が
、
消
費
支
出
に
よ
0

て
誘
発
さ
れ
て
い
る
が
、
サ
I 

.ビ
ス
部
門
に
対
す
る
消
費
支
出
に
よ
っ
て
三
一
一
•
七
％
が
誘
発
さ
れ
て
い
る
の
で
.あ
る
，か
ら
、

「

消
費
支
出
依
存
度」

の
う
ち
約
半
分
ち
か
く
が 

サ
ー
ビ
ス
部
R

を
媒
介
と
L

て
.い
る
t

と
が
分
る
。「

パ
ル
プ」

紙」

部
門
に
.お

い

て

も

サ

ーK''
ス
部
門
に
対
す
る
.消
費
支
出
に
よ
る
誘
発
率
が 

高
い
が
、
こ
れ
ら
は
、
広
告
•
宣
伝
や
事
務
用
品
と
し
て
、「

印
刷
•
出
版」

、

「

パ
ル
プ
■ 
_」

が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で 

あ
.り
て
、
こ
れ
は
、
消
費
者
が
直
接
利
用
す
る
出
版
物
や
紙
製
品
と
厳
に
区
別
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、『

窮
極
的
市
場
構
成』

を
考 

え
る
場
合
、
た
ん
に「

最
終
需
要」

項
目
別
の
比
率
を
み
る
の
み
で
は
な
く
、
'
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
媒
介
と
し
た
誘
発
額
の
比
率
を
も
つ
ね
に
念
頭 

に
.お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
を
媒
介
と
し
た
生
産
誘
発
は
、
.
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
性
格
上
、

一
般
の「

消
費
支
出」

に
よ
る
誘

発
率
を
高
め
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
，

「

消
費
支
出」

の
誘
発
率
に
つ
い
.て
は
と
X

に
こ
の
.
点
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

■

: 

. 

. 

. 

.

. 

- 

; 

. 

一
 

-

•■

-
■ 

. 

■ 

-

:.
■
■
と
I

 
.で
、
右
の
.よ
う
な
点
を
の
ぞ
い
て
も
、
サ
丨
ビ
ス
部
門
に
か
ん
す
る
問
題
は
な
お
残
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
サ
I

ビ 

.ス
部
門
が
、「

最
終
需
要」

.に
直
結
し
な
い
形
で
介
入
し
て
.い
る
場
合
に
は
、
'
こ
れ
を
確
定
す
る
方
法
は
：な
い
。：'つ
ぎ
の
例
のS

の
場
合
は
、「

銑 

鉄
.
粗
鋼」

.
が
、
生
産
諸
部
門
間
の
流
通
を
行
な
う
商
業
そ
：れ
自
体
の
た
め
の
店
舗
補
修
等
.に

用

：い

ら

れ

、
2

の
場
合
は
、

.

「

飲
料」

"
そ
の
も
の 

の

補

助

材

料

と

し

：て

機

能

し

て

，
い

る

の

で

，あ

る

が

.、

V
J
.れ
ち
両
者
は
'と
も
に
、
.'
.

「

飲

料」

，
に
#

す

る「

民
間
消
費
支
出」

に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た 

も
の
ど
し
'

て
.：

あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
っ
.
.て
、
こ
.の
な
か
か
らs

の
み
を
控
除
す
る
方
法
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
一

:

ベ
：
'

日
本
資
本
主
義
の
：再
生
産
構
造

^
析
試
論'：
'

-'
.

 

>

:■

: 

.

:
ー

崔,
;

(

六」

g)

.



\
- 

, 

ニ

四(

六
ニ
四

)

V 

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

,
^
,
,
.
.
.
.
. 

r
.
.
.
 ̂

.
^
.
. 

 ̂

.

. ̂
 ̂

'
.

ヴ'
'
'':
'
'へ
;.
:
,
.ノ
-:
.:

'、
'へ
^
^
^
 ̂

 ̂

:.
r

-

v..
:'
•
'
;
,
:
:

■
':
■
-

，.
'一.

S
V
、

銑

鉄

：
'フ
粗̂

.

.
■

:
■'

•.:...

(

飲
料
原
料.
の.
取
扱
い)

'.:
S 

■

:佳

'科

'
銑
鉄
-
粗

鋼

疋

鉄

鋼
1
:次
製
品
.丄

金
^

'

'

 

:
;
:
,

. 

、
：(

罐
、
び
ん
の
王
冠) 

.

:'
:.
$:

の

ぼ

ぅ

に

：
、
：
サ

ト

ビ

，
：ス

諸

部

；門

が

'

^

サ

，丨

ビ
ス
諸
部
門
そ
の
.
も

の

，
の

た

め
.

.

：の
諸
資
材
を
控
除
す
る
こ
と
は
不
可
®̂

あ
'る
々
，こ
の
点
は

,
.

'

「

窮
極
的
市
場
構
成」

，の
検
討
に
お
い
て
注
意
し

:. 

.- 

,

て

お
^
§
要
が
あ
：ろ
ぅ
。
.'.
-

, 

.
:
.
:
■

.■
'
. 

,

■■
.
. 

.

.

'.

, 

. 

.
 

.

.

.
:
. 

• 

- 

,  

.

„
 

. 

. 

 ̂

1

1

^

 

-

■
 

.:
 

•
 

:..
./.
 

■

.
 

.

:
.
.
.
■〈

.

. 

.

 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.
- 

• 

:
.
:
.
.
. 

:...,,

.

序

節

生

産

諸

部

門

：の

分

類

方

法
:■
'
_ 

_

■

:

第I

一
章
の
課
題
は
、：

第
.
一
章
の
検
討
を
総
括
し
て
、
生
産
諸
部
門
を
、
苒
生
産
上
.の
機
能
に
応
じ
.て
.グ
ル
ー
プ
別
，.に
分
類
す
る
ょ
う
試
み
：る
こ 

と
で
あ
る
。
,

：
. 

i 

’ 

.

.
'

前

稿

「

序
章」

第
一
節
の
理
論
的
考
察
に
も
と
づ
い
て
、

.'

グ

ル

ー

プ

分

類

を
行
な
お
う
と
す
る
と
へ
.
つ
ぎ
の
ょ
う
に
な
る
。

.
，⑴

消
費
手
段
生
産
部
門
リ 

，⑵

：■消
費
手
段
用
原
材
料
•
補
助
材
料
の
生
産
部
門 

-

-.

.⑶

，
労
働
手
段
生
産
部
門
. 

■ 

• 

.

.

'

 

.
⑷

：

労

働

手

段

用

原

材

料
•
補

助

材

料

：の

生

産

部

門

. 

，

補

ヾ

⑶-

サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
の
流
動
的
資
材
の
生
産
部
門
.

.

..

.

...

(6
)

サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
用
流
動
的
資
材
の
原
材
料
•
補
助
材
料
生
産
部
門 

へ
(7
)

サー

ビ
ス
諸
部
門
の
耐
久
的
設
備
の
生
産
部
門
:

.

.

.

.
■

(8
)

サー

ビ
.ス
諸
部
門
用
耐
久
的
設
備
の
原
材
料
.
•
補
助
材
料
生
産
部
門

/
(9
)
-
軍
需
品
の
生
産
部
門
お
よ
び
そ
の
関
連
諸
生
産
部
門
-'

.•
-
 

-
 

-
 

-
 

*

 .

.

生
鹿
諸
部
門
を
、
第
二
部
門
、
第
一
部
門
の
み
で
は
な
く
、
第
一
部
門
を
.さ
ら
に
細
分
割
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
前
稿「
序 

節」

で
強
調
し
た
が
、
そ
の
場
合
、；
右
の
よ
う
な
分
割
方
法
を
と
っ
た
こ
と
に
は
若
干
の
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

生
産
部
.門
を
細
分
割
す
る
場
合
、
ニ
.部
門
分
割
の
視
点
か
ら
考
.え
る
と
、

一
般
に
は
、

/

...

...

.

 

. 

•

S

 

■第

二

部

門

㈣

第
二
部
門
用
生
産
手
段
生
産
部
門
一
.

.

.
，
'

_
■

: 

.
■
,

.

.
㈧

：.第
一
：.部
門
用
生
産
手
段
生
産
部
門I

 

:

■

:

;

■
,

.

と
分
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。C

I

応
サ
• —

ビ
ス
諸
部
門
の
存
在
、
そ
れ
ら
と
関
係
す
る
生
産
'
•再
生
産
を
捨
象
す
る
。)

:

:

'

.

.

.

し
か
し
な
が
ら
、
#
表
一
の
部
門
分
類
か
ら
み
て
も
明
ら
か
な
よ-
う
に
、
右
の
よ
う
に
分
け
る
な
ら
ば
、
(P
)
の
第
二
部
門
用
生
産
手
段
生
産
部

陳

吃

は

、
：
第

ニ

部

門

用

の

泵

材

料

.
補
助
材
料(

流
動
資
本

)

：.と
労
働
手
段(

固
定
資
本)

の
生
産
部
門(

:#
表
(6
)
(0
))

が
厲
し
、S

第

一

部

門

.用

生

産

... 

•
 

•
 -
 •
 . 

..

..

..

..

..

..

..

..

..

.

 

-
 •
 

•
 •--

. 

.

#

段

生

産

部

門

に

：
は
、
，

.
種
：々
異
な
る
内
容
をも

.：

つ
生
産
部
門
：.

(

.(C
)
(E
)
(F
)
(G
)

㈤
⑴
篇

)

が
、：
--
括
^

1;
.
.
-
.
:

わ
れ
ゎ
^

は
，
前
,

「

序

章」

第

：：
ー
：
.̂
_

で
：強

調

し

ヒ

よ

う
^

\
^

資
本
の
再
生
産
に
お
い
て
こ
の
労
働
手
段
の
再
生
産
の
も
つ
意
義
の
重
要
性
に
着
目
し
て
、
ま
ず
第
一
部
門
の
な
か
で
も
、
労
働
手
段
生
産
部
門 

を
確
定
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

- 

‘

.

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論
-

^
 

ニ

五
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ま
.た
、
こ
'̂
と
関
連
し
て
、
原
材
料
，
補
助
材
料
'

(

流
動
資
本)

生
産
部
門
に
つ
い
て
.も
、

労
働
手
段
用
の
原
材
料
•：補
助
材
料
の
生
産
部
門 

'■

を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
.消
費
手
段
の
基
臌
的
原
材
料
•
補
助
材
料
生
産
部
門
を
意
味
す
る
付
表
ー
め
咖
似
^

…

丨
部
門
と
、
労

働
. 

手
段
の
原
材
料
•
補
助
材
料
生
産
部
門
を
意
味
す
る
㈣

⑴
⑴
⑶
ぬ
抑…

…

部
門
と
は
、
第
一
部
門
用
原
材
料
•

補
助
材
料
生
産
部
門
と
い
う
面
で 

は
共
通
す
る
と
は
い
え
、
固
定
資
本
の
特
殊
な
回
転
、

再
生
産
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
労
働
手
段
の
生
產
•
再
生
産
の
も
つ
意
義
を
考
え
れ 

ば
、
両
者
を
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。'

一

/
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
、

'

⑴
^

費
手
段
生
蓖
部
門
|

3
'

,

、幻
消
費
手
段
用
原
材
料
•

補
助
材
料
生
産
部
門(

迁
回
的•

段
階
的
生
産
の
場
合
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
段
階
の
原
材
料
•

補
助
材
料
生
産
部
門
を
ふ
く
む)

丨

•

 

B

(c
(c
(c
’

…

：

'
⑶
各
種
の
労
働
手
段
生
産
部
門
-

-
©

©
(F
.

gCF
a
.
: 

.

.

(G
)

.

⑷
各
種
の
労
働
手
段
用
原
材
料
•
補
助
材
料
生
産
部
門
^

—
-
s
s
s
g
g
g
:
:
:
:

と
分
類
し
た
う
え
で
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
考
慮
を
払
う
こ
と
に
す
る
。

た
と
え
ば
⑵
の
消
費
手
段
用
原
材
料
•
補
助
材
料
生
産
部
門
の
場 

へ：':
,
;
'
:
..
，

，
合

、
第

ニ

部

門

用

原

材

料

.
補
助
材
料
生
産
部
門
(6
)

か
、
第
ー
部
門
用
の
原
材
料
，
補
助
材
料
生
産
部
門
(0
)

か
、
を
考
え
て
い
く
。
ま
た
、
⑶
の
_

A

労
働
手
段
生
産
部
門
に
つ
い
て
も
、
第
ニ
部
門
用
労
働
手
段
§

か
、
第
ー
部
門
用
労
働
手
段
㈤

…

彳
⑶
か
-—

さ
ら
に
後
者
の
う
ち
，•
消
費
手
段 

用

原

材

料•
補
助
材
料
生
産
の
た
め
の
労
働
手
段
©

か
、
労
働
手
段
生
産
の
た
め
の
労
働
手
段
㈣

か
、
労
働
手
段
用
原
材
料•

補
助
材
料
生
産
の

-
 

た
め
の
労
働
手
段
(0
)

か
、
と
い
う
区
別
が
必
要
で
あ
る
。

:.

:
..
'

, 

.
'
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な
お
r

わ
れ
わ
れ
は
^
 ̂

サー

ビ
'ス
諸
部
門
の
再
生
産
上
の
機
能
や
位
置
づ
け
は
後
の
機
会
に
ゆ
ず

|
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'
"る
と
^

に
。

て
あ
：石

亦

：

'"
'
:サ
丨

：ビ.ス
諸
部
門
め
.流
動
的
資
材
や
耐
久
的
諸
滿
^

。門
の
分
類
に
も
、'

^
丨
ビ
ス
■諸
部
門
関
徳
の
生
産
諸
部
門
を
入
れ
名
る
5f.
又
な
い
。：
し
か
し
：な
が
ら
、
：
サ
：！
ビ
ス
諸
部
門
の
た
め
の
諸
生
産
物
の 

一
生
産
を(

消
費
手
段
の
生
產
：
あ
な
い
は
生
産
部
門
の
^

^
手
段
の
生
産
と
.、
'
ぃ

か
に
：区
別
し
い
か
に
関
連
づ
け
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
社 

会

的

総

資

本

の

苒

生

産

の

：
メ
ヵ
一
一
ズ
ム
の
：な

.か
セ
、：
各
種
.の
サ
ー
ビ
ス
.
諸

部

門

の

機

能

と

位

置

づ

めV

明

確
•に

な

る

で

あ

ろ

う

。

し

た

が

：
っ
て
、
：，
本

稿

で

は

：な

：お

、
：
サ

ー

ビ

ス

部

門

関

係

の

生

產

諸

部

門

を

?§
)

と
し
て
お
か
ざ
る
を
え
‘な
か
っ
た
。

ま
た
、
.軍
需
品
の
生
産
部
門
お
よ
び
そ
の
関
連
諸
生
産
部
門
の
問
題
は
、
理
論
的
に
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い 

て
-%
い
ず
れ
別
稿
で
あ
ら
た
め
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
0

•

■

■ 

^

..
•

-

.

.

(

.

.

.

. 

-

 

.

.

.

と
こ
ろ
で
右
の
よ
う
な
分
類
を
基
準
と
し
て
分
析
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
も
、
昭
和
三
五
年「

産
業
連
関
表」

の
限
界
に
よ
っ
て
、
実
際
上
の
分 

類
は
制
約
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
：た
と
え
ば
す
で
.

.

に
度
々
強
調
し
た
ご
と
ぐ
、
三
五
年「

産
業
連
関
表J

で
は
"「

国
内
総
固
定
資
本
形
成」 

.の
項
目
の
な
か
に
、；き
わ
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
い
わ
ゆ
る「
有
形
固
定
資
産」

が
一
括
し
て
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
う
ち
.ど
れ
だ
け
が
、
い 

か
な
る
生
産
部
門
の
労
働
手
段
と
な
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
れ
だ
け
が
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
や
政
府
、.
非
営
利
団
体
の
耐
久
的
施
設
と
な
っ
た
の
か…

 

…

と
，い
う
内
容
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「

産
業
連
関
表」

の
資
料
か
ら
は
、(3
)

労
働
手
段
生
産
部
門
を
、第
一
部
門
用
労
働
手
段
生
産
部 

門
と
第
二
部
門
用
労
働
手
段
生
産
部
門
と
に
，区
分
ず
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
⑶
労
働
手
段
生
産
部
門
と
、
補
(7
)
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
の
耐
久
的
な
諸 

施
設
の
生
産
部
門
と
を
區
別
す
る
こ
と
す
ら
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
種
々
の
方
法
で
検
討
を
こ
こ
ろ
み
た
と
は
い
え
、
⑶
と
補
⑵
の
区
別 

は
き
わ
め
て
不
明
確
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
右
の
点
と
関
連
し
て
、
⑷
労
働
手
段
用
裒
材
料
•補
助
材
料
の
生
産
部
門
と
、補 

⑶
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
用
耐
久
的
施
設
の
原
材
料
.
補
助
材
料
生
産
部
門
と
.の
区
別
：は
.一
：
層

困

難

：で

.あ
り
、
不
可
能
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

.

ま
た
、
'軍
需
品
'の
生
產
部
門
お
よ
.び
そ
の
関
連
諸
生
産
部
門
に
つ
い
て
も
、
現
在
の「

産
業
連
関
表」

で
は
、
そ
の
検
討
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能 

で
あ
る(

前
稿
五
八—

九
頁)

の
で
、
こ
.の
点
%'
、(

補)

と
し
て
若
千
ふ
れ
る
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
。

-
 

そ
れ
ゆ
え
、へ
実
際
上
の
分
類
は
、
わ
れ
わ
れ
の
目
的
か
ら
み
た『

産
業
連
関
表」

の
限
界
を
反
映
し
て
、

つ
ぎ
の
一
よ
う
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
 

>

1

.

:消
費
手
段
生
産
部
門
‘

■:
,

2

消
费
手
段
用
原
材
料
•
補
助
材
料
の
生
産
部
門
'
.

 ̂

1

3勞
働
手
段
生
産
部
門
.
.
.
.

:

:
 

1
3,
)

ザ
ー
ビ
'ス
諸
部
門
の
耐
久
的
設
備
の
生
産
部
門
く

マ4

労

働

手

段

お

よ

び

サ

ー

、、ビ

ス

諸

部

門

の

耐

久

的

設

備

の

原

材

料

•
補
助
材
料
の
生
產
部
門
ノ
:

.

' 
補

(

5
 

:
サー

ビ
ス
：諸
部
門
の
流
動
的
資
材
の
生
産
部
門
''
:
'

1

6

サ

ー
ビ

ス

諸

部

門

の

流

動

g

罾

材

の

原

材―

助
材
料
の
生
産
部
門
'
'

,

へ7
 

.軍
需
品
の
生
産
部
門
お
よ
び
そ
の
.関
連
諸
生
産
部
門
：
：

た
だ
し
、「

産
業
連
関
表」

で
は
、「

ガ
食
店
.
ホ
テ
ル
.
.娯

楽

業

，
学
校
：
病
院
な
ど

.が
飲
食
物
を
供
与
す
る
た
：め
：に
消
費
し
た
食
料
品

•
飲
料
品
お
よ
び
.
 

た
ば
こ
は
、
'直
接
：に
民
間
消
費
支
出
部
門
ま
た
は
家
計
外
消
費
支
出
部
門
が
購
入
し
た
：も
の
と
：み
な
し
て
、
飲
食
店V

ホ
テ
ル
等
の
生
産
額
，か
：ら
食
料
品
.
飲 

'料
品
..
_た
ば
こ
.
.
.
に
関
す
る
経
費
は
控
除
さ
れ
る
.

」

.

.こ
と
に
な
0
.て
.い
.る
。.
.
.それ
_ゆ
え
、
6
.
.サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
の
流
動
的
資
材
と

V
う
P

容
は
.
消
耗
が
な
事
務 

:-
:
:■
.取
品
：
ば
告
^
宣
伝
用
の
•

資
等
で
ぁ
0
て
、

サ
ー
ビ
.ス
諸
部
門
0,
流
動
資
本
と
は
異
な
.る
も
'の
で
あ
る
。
右
の
点
の
取
扱
.い
方
法
は
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
目 

:■
:
的
か
ら
‘み
，て
.も
妥
当
の
も
の
と
い
え
よ
う
.0
: 

.

(三 )

グ
ル
ー
プ
分
類
に
お
い
て
は
、-
一
応
つ
ぎ
の
よ
ぅ
な
基
準
を
た
て
る
*
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本
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.⑴

まず各生産部門の

A

額
“

(「

^

2
n{
>
親」

丨

「

m

M
案
®J

丨

「

霧
托
こ)

の
う
ち
、
あ
る
グ
ル
.丨
プ
バ
た
と
え
ば
消
費
手
段
と
な
る
比
率

さ
ら
に
ま
た
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
•
た
と
え
ば
、
消
費
手
段
の
比
率
が
七
〇〜

五
0

%
で
あ
り
、
そ
の
部
門
の
直
接
消
費
手
段
と
な
る
量
が
1

対 

量
と
'U
て
消
費
手
段
全
体
.の
.う
ち
へ
で
.軽
視
で
き
ぬ
：よ
う
な
部
門
、
あ
る
い
は
統
計
的
な
比
率
が
低
く
と
.
.も
内
容
的
に
み

て
考
慮
す
ベ
き
も
の
ば
、
 

こ
れ
を 

'

「

準
消
費
手
段
生
産
部
門」

と
し
で
と
り
あ
げ
、.
そ
の
部
門
：の
A

額
の
う
ち
消
費
手
段
の
し
め
'る
比
率
を
確
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
.残

余

の

部

分

の

販

路

も

で

き

る

，だ

け

明

ら

か

に

す

る

よ

う

つ

，と

め

る

。

こ
，の

よ

う

な

仕

事

は

後

.に
,>
.

全

体

の

生

産

•

苒

生

産

に

お.ハ

て

、「

、肖

費

手

.

.

.

. 

'
 

-

..

、

‘段」

の
生
産
.
•再
生
産
の
し
め
る
比
重
.や

そ

，の

変

化

等

を

考

え

る

場

合

.に
必
荽
と
な
る
が
ら
で
あ
る
。

.
■
⑵
，.
な
お
、
諸
生
産
部
門
.の
グ
ル
ー
プ
分
け
に
つ
い
て
は
、
：「

産
業
.速
関
表」

の
.「

を
和
?'
^

'̂
於
か
卜
レ
で
行
な
ぅ
こ
と
に
す
る
。
 

'「

基

本

表」

部

門

を

単

位

と

し

，て

分

類

わ

け

.を
す
.る
の
は
.、.
'、つ
ぎ
の
よ
う
な
.理

由

に

よ

る

。
.
;.
。

.

ま
ず
第
一
に
、「

統
合
表」

に
は
、-

す
，で

に

度

々

指

摘

し

た

よ

う

”に
、'
つ
ぎ
.の

よ

う

な

種

々
-の
難
点
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、：
⑴
か
な
り
性
格
の 

興
な
る
い
く
づ
が
の
部
門
が
一
つ
の「

統
合
表」

部
門
に
統
合
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る(

第
1,
1

表
参
照)

の
で
、

生
産
諸
部
門
の
機
能
の
検
討
が 

瞹
昧
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。
⑵
加
工
過
程
に
あ
る
い
く
つ
か
の
部
門
.、
-
あ
る
い
；

S

部
品
部
門
と
組
立
部
門
と
に
つ
い
て
、
ま
ず
独
立
部 

門
と
し
て
生
産
額
等
を
計
算
し
た
う
え
.で
、
.こ
れ
ら
を
一
.
つ
の
部
門
と
し
て
統
合
し
た
結
果
、
原
材
料
の
加
工
や
部
品
の
組
立
て
が
自
部
門
へ
の 

販
売
と
し
て
あ
ら
わ
れ
.
.当
該
部
門
の
生
産
物
の
.「

中
間
需
要」

.
部
分
の
比
率
を
高
め
、
加
工
.さ
れ
た
生
産
物
、
組
立
て
ら
れ
た
生
産
物
そ
の
も 

の
の
販
路
を
不
明
確
に
し
て
し
ま
う
こ
と
、
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「

基
本
表」

自
体
に
お
い
て
も
、『

調
整
作
業
表』

か
ら
の
統
合
過
程
で
同
様 

の
難
点
を
も
っ
て
は
い
る
が
、
'

「

統
合
表」

部
門
で
は
な
く「

基
本
表」

部
門
を
、
：
分
類
に
さ
い
し
て
の
基
本
単
位
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右 

の
諸
限
界
は
大
幅
に
克
服
さ
れ
る
と
と
は
明
ら
か
■で
あ
る
。

. 

：

.

第
二
に
、「

基
本
表」

部
門
を
単
位
と
し
.て
分
類
を
行
な
う
の
は
、
今
後
、
三
五
年
の
分
析
を
、
ニ
六
年
、

三0
年
、
三
八
年
等
と
比
較
し
、
 

種
々
の
変
化
を
検
討
す
る
場
合
の
こ
と
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「

統
合
表」

は
、

ニ

六
年_

_
ー

一
一六
部
門
、

三
〇
年
—

一
一
一
，

五 

部
門
、
三
五
年——

五
六
部
門
で
.あ
っ
て
、
部
門
分
類
上
か
な
り
の
変
化
が
あ
る
が
、
こ
の
差
異
を
.理
解
し
、
比
較
可
能
な
形
で
部
門
を
整
理
し 

て
い
く
う
え
に
は
、「

統
合
表」

よ
り
、
よ
り
細
か
い
部
門
の
検
討
を
行
な
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「

基
本
表」
に
つ
い
て
も
、
 

部
門
分
類
の
違
い
は
あ
る
が
、
部
門
数
が
三
五
年
で
は
一
五
三
部
門
と
細
か
く
な
9

て
い
る
だ

け

に

、.比
較
可
能
な
形
で
部
門
を
整
理
し
て
い
く 

こ
と
は
一
応
可
能
に
な
る
。
.こ
の
意
味
で
も
,'.

三
五
年
度
の
諸
生
産
部
門
の
機
能
を
、「

基
本
表」

単
位
で
分
類
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ 

る
。'

,

.

• 

. 

/

.な
お
、
第
二
章
に
お
け
る
三
五
年
度
の
分
類
に
お
い
て
、

「

基
本
表」

'部
門
よ
り
一
層
細
分
割
さ
れ
た『

調
整
作
業
表』

部
門
を
分
類
の
単
位 

と
し
な
か
っ
た
の
も
、
右
の
点
と
関
係
し
て
い
る
。
第
一
に
あ
げ
た「

統
合
表」

の
限
界
と
い
う
点
の
み
を

考
え
れ
ば
、「

基
本
表」

よ
り
さ
ら 

に
細
分
割
さ
れ
た『

調
整
作
業
表』

に
よ
っ
て
部
門
の
機
能
を
検
討
し
た
方
が
よ
り
厳
密
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
第
二
章
で
は
、
と
く 

に
機
械
関
係
等
の
検
討
に
お
い
て
は
、『

調
整
作
業
部
門
分
類
別
投
入
，
産
出
表』

.
を
し
ば
し
ば
利
用
し
た
。
，し
か
し
な
が
ら
、

四
五
三
部
門
に 

も
お
よ
ぶ『

調
整
作
業
表』

部
門
を
#'4

ト

レ

で

グ

ル

ー

プ

分

類

を

す

.る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
繁
雜
と
な
り
、
ニ
六
年
、

三
〇
年
等
と
の
比
較 

と
い
う
点
か
ら
み
て
も
好
ま
し
く
な
い
と
思
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
で
は
、

必
要
な
か
ぎ
り
で
、『

調
整
作
業
表』

を
利
用
す
る
が
、
部

門
分
類
は
原
則
と
し
て「

基
本
表」

部
門
を
単
位
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

'

•
 

■
 
. 

-
 

■

'

-

:

,

.こ 

. 

.

/

V

.

さ
て
以
上
の
ご
と
く
、
第
ニ
章
で
は
、
第
ー
章
の
諸
検
討
を
総
括
1

つ
つ
、「

基
本
表」

部
門
を
単
位
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
分
類
を
し
て
い
く 

こ
と
に
な
る
の
で
、
第
二
章
本
論
に
入
る
に
先
だ
ち
、

第
一
章
の「

統
合
表」

に
も
と
づ
く
推
計
の
諸
結
果
と
、

「

菽
木
表」

に
も
と
づ
く
推
計

-く.
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.可
能
.な
も
の(

本
稿
は
し
.が
き
⑴
の
方
法)

.と
を
あ
わ
せ
て
、
第
I

’

表

「

総
括
表」

を
作
っ
て
み
た
。「

総
括
表」

の
計
算
方
法
は
す
べ
て
第
一
章
各 

節
で
説
明
し
た
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。'
な
お
そ
の
場
合
、
.「

基
本
表
.

」

の
各
部
門
が「

統
合
表」

部
門
に
し
め
る
比
重
を
し
る
た
め
に
、、「

基 

本
表」

各
部
門
の
^

額
を
右
端
の
攔
に
し
め
し
て
お
い
た
。

_
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一
U
r消
費
手
殴
生
産
部
門」

.
の
ポ
㈦

に
あ
た
.
?て
ま
ず
生
じ
る
困
難
は
、：■

消
費
手
段
の
生
産
ど
ゝ
:-
'
'消
費
手
段
用
原
材
料
.
補
助
材
料
の
生
産
と
の 

区
別
を
い
か
に
す
る
か
と
い
ぅ
問
題
で
あ
る
。
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'
こ

：の

雨

者

を
.区

別

す

る

理

論

的

意

妹

は

：、

.消

費

手

段

生

産

部

門

が

，直

接

最

終

消

費

市

場

と

結

び

つ

.い
て
：お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
生
産
物
の
生 

「

産

は

、
；：：事

後

的

に

「

で
ば
；あ

る

が

：

,-
'
-'
;:ー
応
最
終
消
費
市
場(

^

お
^
^

消
費
手
段
の
原
材
料
‘
補
助
材
料
生
産
部
門
で
は
、：
最
終
消
費
市
場
と
の
関
係
は
間
接
的
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、：

両
者
に
お
い
て
は
、
最
終
消
費 

:

需
要
の
制
限
を
こ
え
で
生
産
が
発
展
す
る
可
能
性
，
過
剰
生
産
要
因
の
発
生
.
.，
累
積
の
可
能
性
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

.
と
.と
6

が
、
現
実
で
：は
I

と
く
に
最
近
の
ょ
う
に
、
最
終
消
費
市
場
に
も
た
ら
さ
れ
る
消
費
手
段
が
ま
す
ま
す
加
工
度
を
ふ
か
め
て
い
る
時 

代
.に
は
I

消
費
手
段
生
産
部
門
と
、
そ
の
原
材
料
生
産
部
門
と

の
区
別
を
ど
の
程
度
厳
密
に
考
え
る

ベ
き
か
と
い
う
こ
と

は
、
か
な
り
む
ず
か 

;b
い
問
題
で
あ
る
。

.

:

た
と
え
ば
、
棉
花
生
産
1

綿
紡
I

綿
織
物一

^
消
費
市
場
、
あ
る
い
ば
漁
業
I

I

市
場
と
い
う
形
態
が
、.
.

…

：
綿

織

物

^

^

衣

服

製

造
、
繊
維
製
既
製
品
.
i

消
費
市
場
:-
'

漁
業
i

水
産
加
H

i

消
費
市
場
と
い
う
形
態
に
変
化
し
.た
と
す
る
。

. 

- 

> 

/ 

• 

. 

•

'
こ
れ
は
一
面
で
は
見
逃
す
こ
と
の
で
I

い
変
化
で
I

。
こ
£

は
、
資
本
制
生
産
.の
領
域
の
拡
大
、.
新
I

野
の
確
立
、
そ
れ
に
と
も 

な
う
諸
資
本
間
の
篇
净
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
し
、
ま
た
と
く
に
食
料
品
の
場
合
、
加
.

H

の
す
す
む
に
つ
れ
、
貯
蔵
の
可
能
性
の
増
大
と
そ
れ
に 

(V
も
な
う
市
場
範
囲
の
拡
大
、
輸
出
の
可
能
性
の
增
大
が
生
じ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
過
剰
生
産
の
諸
要
因
も
.そ
の
強
さ
も
変
化
す
る
。
そ
の
韋

味
で
は
、
衣
服
•
繊
1

既
製
品
生
産
部
門
や
水
産
加
エ
：業
が
最
終
消
費
手
段
生
産
部
門
と
な
ト
、，
綿
織
物
•
漁
業
は
最
終
消
費
市
場
と
は
間
接

. 

.

.

. 

.

的
関
係
し
か
%*
た
な
い
、
原
材
料
生
産
部
門
と
い
う
性
格
を
も
つ
に
い
た
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
他
面
で
は
、
こ
れ
ら
生
産
部
門
が
、
厳
密
に
は
消
費
手
段
の
原
材
料
生
産
部
門
と
い
う
性
格
を
お
び
る
に
い
た
っ
た
と
し
て
も
、
先
に

.
'
+
•
•
,
.

 

:

 

*

 

•

ふ
れ
た
消
費
手
段
生
産
部
門
と
そ
の
原
材
料
生
産
部
門
と
を
区
別
す
る
意
味
か
ら
み
る
と
_、最
終
消
費
手
段
生
産
部
門
と
直
結
し
た
生
産
部
門
は
、
 

場
合
に
よ
っ
て
は
、
最
終
消
費
手
段
生
産
部
門
と
の
共
通
性
の
方
が
強
く
、
迀
回
生
産
の
端
初
を
な
す
消
費
手
段
用
原
材
料
生
産
部
門
と
同
一
視 

で
き
な
い
側
面
を
も
っ
て
い
る
。

，
.し
た
が
っ
て
、
ど
こ
ま
で
を「

消
費
手
段
用
原
材
料
生
産
部
門」

と
考
え
、
こ
れ
と「

消
費
手
段
生
産
部
門」
と
の
区
分
を
い
か
に
す
る
か
と 

い
う
こ
と
は
.、
実
際
上
は
き
わ
め
て
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
。
 

• 

_

し
か
し
な
が
ら
、
問
題
を
統
計
的
に
検
討
し
て
い
く
以
上
、「

消
費
手
段
生
産
部
門」

の
検
出
に
お
い
て
、最
終
消
費
手
段
の
生
産
と
な
ら
ん
で
、
 

最
終
消
費
手
段
の
生
産
に
直
接
.結
び
つ
き•

若
干
加
工
し
て
消
費
市
場
へ
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
の
生
産
を
も
消
費
手
段
生
産
と
し
て
一
括
し
て
し 

.ま
う
な
ら
ば
、
最
終
消
費
•
消
費
市
場
の
大
い
さ
と
そ
の
.変
化
の
量
的
把
握
は
き
わ
め
て
不
明
確
に
な
っ
.て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
量
的
把
握 

:
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
す
る
た
め
に
は
、

一
応
、
直
接
消
費
市
場
べ
も
た
ら
さ
れ
る
最
終
完
成
消
費
手
段
の
み

を「

消
費
手
段」

と
し
て
規
定 

し
、
加
工
ざ
れ
る
も
の
は
す
べ
て「

消
費
手
段」

の
原
材
料
と
す
る
於
要
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
文
.で
'は
、
か
；か
る
基
準
に
よ
っ
て「

消
費
手

没
生
産
部
門」

を
把
え
る
が
、
そ
の
分
析
に
さ
い
し
て
は
、
右
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を
留
意
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

：

-■ 

. 

- 

■ 

■

「

消
*

手
段
生
産
部
門」

の
検
出

.'
■

「

ポ
«
申
段
生
産
部
門」

の
検
出
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
各
生
産
部
門
の
.A

額

(
「

謙
菊
部
額」

I

「

併
襯
黑
兹」

丨「

霧
{±5」 )

の
ぅ
ち
、
直
接
消
費 

市
場
で
販
売
さ
れ
た
額
の
比
率
が
七
〇
％
以
上
の
生
産
部
門
を
あ
げ
る
と
：
第
1

表
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
部
門
は
、
直
接
消
費
市
場
へ 

も
た
ら
さ
れ
る
形
態
-—

い
わ
ば
最
終
完
成
形
態
'
の
消
費
手
段
の
生
産
部
門
と
い
ぅ
こ
と
が
：.で
き
る
。

な
お
念
の
た
め
に
、

こ
れ
ら
諸
部
門
の
入
額
の
ぅち、

最
終
消
費
に
む
け
ら
れ
る
以
外
の
.部
分
の
内
容
を
し
る
た
め
に
、
0
n
,表
⑵
欄
で
は
、

 

第
3,
2

表
に
.の
つ
て
い
る
完
成
.「

消
費
手
段
生
産
諸
部
門」

へ
販
売
さ
れ
•
加
工
さ
れ
る
部
分
の
比
率
を
も
と
め
て
お
い
た
。
.
こ
れ
は
、
た
と
え
ば 

(「

果
樹
.！
の
陽
合
、
七
四
:>
九
％
が
直
接
消
費
さ
れ
、
1

六
.
.四
%

が

主

と

ー

し

て

「

野

菜

果#
加

エ』
(

漬
物
等
の
加
工
品
、
；農
産
び
ん
か
ん
詰)

.
'■
-

-
:'
'

.日
本
資
本
主
義0:
再
生
產
構
造
分
析
試
論--
-:
:̂
 ̂

:■
-:
■パ
.
ハ
.'
卜

.
.

ン
四
：-*
:■
'
.

(

六
四
一)

：



第 I I - 3表 「医薬品」の販路構成

中間需要
うち「医療j部 
P1への販売傾 消费支出 政府消费

A 額 A 額 A 額 A 額

医 薬 品 48.3% (34.9) % 49.5 % 2.3%
一 ----------- 〜------------一

86.7%

_

額

.3
°

.

に

「

医
薬
品」

が
投
与
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
は「

医
^f

品」

そ
れ
自
体
が
直
接
消
費
者
の
手
に
渡
る
の
で
あ
る 

.

A
 

か
ら
、
消
費
さ
れ
る
比
重
を
み
る
場
合
、
こ
の
部
分
を
加
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。「

医
薬
品」

に
た
い
す
る「

一
般
政 

成
.

出
一
額
5%
%

府

消
費
支

出」

は
、
国
公
立
医
療
機
関
を
通

じ

て.

人
的
に
消
費
さ
れ
る
部
分
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
加
え
る 

i
.

 

W

A

.
 

4
86
.

.

と
、
消
費
さ
れ
る
部
分
の
比
重
は
八
六
•

七
％
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「

医
薬
品」

生
産
部
門
は
、
第
0,
表
の
諸
部
門
と
同 

パ
|
|

額

|

 

.

じ

く

、「

消
費
手
段
生
産
諸
部
門」

.と
み
な
し
て
も
ょ
い
で
あ
ろ
う
。

，輔

I

I

A(3
4

.

(

こ
れ
は
、「

酒
類」

等
が
飲
食
店
•
旅
館
等
サ
I

ビ
ス
部
門
で
、取
り
扱
わ
れ
る
場
合
と
類
似
し
て
い
る
。「

産
業
連
関
表」

で
は
、
飲

J l
U 

^

食
店
等
で
用
い
る「

酒
類」

は
消
費
者
が
直
接
購
入
し
た
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、「

医
薬
品」

も

こ
れ

に
準
じ
て
扱
っ
て
も
曳
I 

表 

g

 

額

3°
/

■

.

-3
H3
-

-

L48
.

で
あ
ろ
う
。)

II

中
第

"

i
—

 

'
 

)

.

.

薬 

ニ 

： 

.

.

I

.

1

_̂

_

_- 

-

r

産
業
連
関
表」

の

「

統
合
表」

"

で
は
、
住
宅
は
、

工
場
や
商
店
、
学
校
等
、，
各

種

の

建

物

と

：一
括
し
て

.「

建
築」

部
門
に
統
合
さ
れ
て
い
.
. 

る
。
さ
ら
に
ま
た
住
宅
建
築
は
、
他
の
部
門
と
同
様
、
補
修
を
の
ぞ
い
た
す
べ
て
.
の
部
分
が「

固
定
資
本
形
成
.

」

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

.
 

.
し
か
し
な
が
ら
、
住
宅
は
;

き
わ
め
て
耐
久
的
で
あ
る
点
.で
は
.、
食
料
品
等
と
大
き
な
差
異
を
も
：つ
と
は
い
え
、
再
生
産
上
の
機
能
と
い
う
点

:
か
.ら
み
れ
ば
住
宅
建
築
は
明
ら
か
.に
消
費
手
段
の
生
產
で
あ
.
る
。
''

:

「

建
築」

部
門
は
，
そ
の
年
間
生
産
額
と
い
う
占〖

で
も
、：.
各

種

生

產

部

門

に

.対

す

る

生

産

誘

発

と

い
う
点
で
も
、
注
目
す
ベ
き
重
要
な
生
産
部 

-
門
で
あ
る
の
で
、「

建
築」

部
門
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
が
耐
久
消
費
手
段
と
い
う
内
容
を
.も
っ
：た
住
宅
関
係
の
も
の
で
あ
.る
か
と
い
う
点
を
検
討
す 

る
こ
.と
は
重

要

な

意

味

を

も

：？
で
：

い
‘
る
.
0

:

V

:

'-
:
'

/
:

.

日
本
資
本
主
義
の
苒
生
產
構
造
分
析
試
論
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第 I I - 2表 「消費手段生産部門」の検出

(1)

消費支出 
A

⑵ 一 

消费手段生産部 
P3への販売額

A (注i>

(3)

⑴ + ⑵

• %

⑷ （注2)
消費実額

(100万円)

パ ン. • 菓 • 子 99.2% 0.6% 99. 8 348,474

煙 草 98.3 1.7 100.0 276, 796

履 物 97.8 97.8 41,123

清 凉 飲 料 95.5 — 95.5 21,174
メ リ ャ ス 製 品 95.4 — 95.4 101,688

野 菜 果 実 加 ェ 95. 2 3.6 98. 8 111,523

滴 顧 93.4 5.9 99.3 450,915'.
水 産 -加 エ 92.1 1.4 93.5 166, 750

内 7X 而 漁 業 91.4 0.9 92.3 11,906

肉
1

製 品 89.5 4.6 94.1 41,162

酪 農 品 86.7 11.3 98.0 109, 079

薪 炭 製 造 85.0 7 . 1 92.1 53,472

精 穀 • 製 粉 83.0 12.2 95.2 919,096

そ の 他 の 食 料 品 75.3 19.2 94.5 349,223

果 樹 74.9 16.4 91.3 90, 304

革 製 aPR 74.9 0 74.9 14,539 <

衣 服 • 身 廻 品 . 7 4 . 3 (0.6 )(注 3) (74.9) 140,178

注 1 当表にあがっている最終消費手段生産部門へ販売された額のA額!1こしめる比重であるb . 

この最終消費手段生産部門についてはその自部門への販売は，自部門内の異なる細部門 

間販売の投入（加 工 • あるいは添加物）であるので，自部門内販売も，分子の計算にいれ 

てある。

注 2 消費実額は，「家計外消費支出」プ ラ ス 「民間消費支出」の実額である。 したがって⑴攔 

の分子にあたるもの。

注 3 「衣服身廻品」の場合， 自部門と「メリヤス製品j への販売のみの比率をもとめすこ。 . こ 

の他，食料品関係の上表め諸部門への販売も若干あるが， これは， この⑵攔の計算の性質 

上不適当と考え，入れなかった。 ,

の %

I  O
冗 ち
で

る

れ
は

病
院
で
患
者

ち
七

%
は

療

部
門

九
■參

五
%
で
あ
る
が

I
需
要

八

プし 工 分 約 を 味 ん の が は を に
な 〇 さ に 七 の そ す 類 他 つ 八

-~^w\

ブQA 販
お % れ

、

五 ぞ れ る の パ 、 味 売
以 て 完 % < ゆ） o と 食 ン % し 鲁

i
薬
品

上 消 成 以 と え に 料 • が て 加
の 費 ~| 上

> な 品 菓 直 い エ
局 さ 消 が 第

革
製
品
し

つ し

子 接 る さ
率 れ 費 直 II, 2 て

2
消

O
れ

は と る 手 接 友 消 費 ま て
な 部 段 消 の 費 • —1—

さ た
>

消 る 分 生 費 十 — \
さ A • れ 消

費
>- 
V_ を 産 さ 五 衣 れ %

~oy
、

精 費
の と 加 部 れ 部 服

身
る 主

と
し

% _ - 榖 さ
比 が X . 門 門

>-
し

と

— •
« . れ

率 分 る
U. *>-

し で 廻 と • 製 る
は る と で の は 品 を て つ »• 粉

■
し

四
o

加 部
、 L こ1*7こ 

'じ、 め そ %
し と



第 I I - 4 表 建 築 部 門 の う ち 「住 宅 」 部 分 の 推 計

辭 表」 說 表 J

中間需要 消 费 政府消费 固定資本 (注1) 「建築j全 住窀と非住宅
A

%
A

%
；A

%
A

%
A 額
(100万円)

体にしめ 
る坊率％

との比率
%

餅 築
(補侈を含む）

16.1 0 0.4 83,6 li 820,128 事 0

/

住宅新建築 0 0 0 100.0 707,765 38.9 46.51

非住宅新建築 0 • 0 0 100.0 813,098 44.7 53.5jm °

建 設 補 修 97.8 0 2.2 0 299,265 i6.4
( うち住宅補修）(注2) (78,382) (4.3)

注 1 「建築j 部門は輸入がゼロであるから, A額 = 国内生産額で、ある。 .

注 2 産業連関表では「住宅賃貸料j 部門があり， ここには住宅, 官公舎,不動産業の経 

営する住宅の家賃および個人所有住宅の帰属家賃が含まれる。ここでは「建設補修」 

のうち， この「住宅賃貸料」部門へいく額を，一応住宅用補修とみなした。

な お 1■建設補修」は, 上のもののほか，非住宅用補修とぃきらには「土木」部門の 

補修をふくんでいる。その内容は次稿の非住宅建築■• 土木関係の分析を参照。

ま
ず
、「

基
本
表」

で
は
、「

住
宅
新
建
築」

と

「

非
佑
宅
新
建
築」

と
が
わ
か
れ
て 

い
る
の
で
、
こ
れ
を
利
用
す
る
と
、
第
3,
表
の
ご

と

く

、「

住
宅
新
建
築」

は
七
〇
七
、
 

七
六
五(

百
万
円)

に
も
の
ぼ
る
。
補
修
を
の
ぞ
き
、
新
逋
築
の
み
を
と
る
と
住
宅
四

ぃ
う
比
率
で
あ
る
，

.

.
し
.か
し
な
が
.̂

、.
こ
'の
：

「

住

宅

用

新

建

築

」

' 
に
.は
、
家
計
支
出
に
よ
る
個
人
用
住
笔

0
:ほ
か
に
、
：貴
貸
住
.宅
、政
府
.
‘
地

方

自

治

体

の

官

公

舎

、
企

業

，の

従

業

員

用

社

宅

等

が

一
括
し
て
ふ
く
ま
れV

い
，
る
。

こ
，れ

ら

各

種

の

住

宅

は

、
；
性

格

が

異

な

り

、

あ

る

年

度

.

:
に
新
建
築
さ
れ
.た
と
い
う
場
合
も
、
そ
の
財
源
、
消
費
者
か
ら
の
支
出
の
さ
れ
方
、
そ

:

の
促
進
要
因
#

が
異
な
る
か
，ら
、
一
応
区
別
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、「

産
業
連
関
表」

か
ら
そ
の
う
ち
わ
け
を
し
る
手
段
は
一
切
な
い
。
た
だ
し
、
各
種
住
宅
は
、
右
の
よ
う

.
*

な
違
い
を
も
つ
と
は
い
え
、
住
宅
と
し
て
消
費
生
活
に
直
接
利
用
さ
れ
る
と
い
う
点
で 

.
•は
共
通
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
'で
は
こ
の
共
通
面
か
ら
、「

住
宅
新
建
築」

す
べ
て
を
耐 

'久

消

費

手

段

と

，み

な

す

こ

と

：
に

し

.て
お
.き
た
い
。

.

(
「

国
民
所
得
統
計」

に
よ
る
と
、
三
五
年「

個
人
.住
宅」

は
三
、
ニ
四
七
億
で
あ
る
。
統
計
上 

の
相
違
が
あ
る
が
、
こ
の
額
は「

基
本
表」

の「

ま
宅
新
建
築」

の
約
半
分
で
あ
る
。)

.

.
つ
ぎ
に
、、「

基
本
表」
で
は
、「

建
設
補
修」

が
独
立
し
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い 

て
は
住
宅
•
非
住
宅
の
区
別
す
ら
な
い
。
し
か
し
.『

調
整
作
業
部
門
分
類
別
産
出
表』 

に

よ

る

と

、

住

宅

用

補

修

は

約

七

ん

、

一
一
一
八
ニ

 

(

百
万
円)

、
»

設
補
修
全
体
の
約
ニ
六
.

.ニ 
％
.と
推
定
さ
れ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
各
種
新
建
築
と
補
修
と
を
あ
わ
せ
る
と
、
全
体
の「

建
築」

=
「

統
合
表」

の

「

建
築」

の
ぅ
ち
で
住
宅
用
の
し
め
る
比
率
は
約 

四
三
•
ニ 
％
、
三
五
年
度
約
七
八
六
、.
一
四
七(

百
万
円)

と
推
計
さ
れ
る
。

.

以
上
の「

建
築」

部
門
内
の「

住
宅」

の
比
率
に
か
ん
す
る
推
計
は
、
今
後
、「

建
築」

用
の
各
種
原
材
料
•
備
品
の
生
産
部
門
を
考
察
し
て
い 

く

際
用
い
る
こ
と

に
な
る
。

「

準
消

*
手
段
生
産
部
門」

の
検
出

.機
械
閨
係
の
耐
久
消
費
手
段
は
、
戦
後
い
•ち
じ
る
し
い
発
展
.を
と
げ
、
消
費
手
段
の
生
産
の
考
察
に
お
い
て
軽
視
で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
い 

る
。

.

.
 

. 

. 

,

し
が
し
な
が
ら
、

一
般
に
耐
久
消
費
手
段
と
い
わ
れ
、「

産
業
連
関
表」

で
も
、「

民
生
用
機
械」

(『

ミ
シ
ン』

、『

冷
蔵
庫
；•
洗
濯
機』

、そ
れ
ら
の『

修 

理』)

、「

I

I

気
機
器」

ふ
I

類』

I

用
電
屢
器』

、そ
れ
ら
の
'『

I

)

と
い
^
 

直
i

 

費
手
段
.と
し
て
販
売
さ
れ
る
比
率
は
七
〇
％
を
か
な
り
下
廻
り
、
か
.な
り
.の
部
分
が
、
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
等
で
種
々
の
.形
で
利
用
さ
れ
て
い

I 

.

.

.

.

. 

.

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
内
容
的
に
，く
わ
し
い
検
討
を
要
す
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

.

と
こ
ろ
で
、「

産
業
連
関
表」

、.を
利
用
し
て
機
械
関
係
の
検
討
を
行
な
う
場
合
、
,
と
く
に
注
意
し
■な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、：
す
で
に
の
ベ
た
よ

•
ン

. 

,

,
 

.

.

-

:

.

'

.

:

.

'
 

.

う
に
、
部
品
_

^
組
立
.の
関
係
の|

部
が
.自

部

門

内

販

売

と
.し
：
て

あ

ら

わ

：れ

る

.
こ

と

と
、，
m

M
修

理

'が

機

械

そ

れ
自
体
と
同
様
に
®

わ
れ
、
修
理 

さ
れ
る
部
品
が
当
該
機
械
部
門
よ
り
他
部
門
へ
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
結
果
、「

中
間
需
要」

之
な
り
、
自
部
門
•
他
部
門
へ
販 

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論 

' 

、
四

五

(

六
四
五)



,
 

.
 

- 

■
■ 

- 

\ 

- 

V
- 

- 

.

.

.

.
 

.

.

売
さ
れ
る
比
®

が〕

咼
ま
り
、
福
械
そ
れ
自
体
の
販
路
が
不
明
確
に
な
0

て
い
る
と
い
ヶ
問
題
で
あ
る
0

'こ
；う
し
.た

点

を

で

き

る

.だ

け

解

決

す

る

た 

め
、
こ
こ
.
.で
.は
、'

「

基
本
表」

よ
り
部
門
が
さ
ら
に
細
分
割
.さ
れ
る
と
と
も
に
、
.
機
械
の『

修
理
.

』

：が
独
立
部
門
と
な
っ
て
い
る『

調
整
作
業
分
類
別 

投
入
•
産
出
表』

■を
利
用
し
て
、
内
容
の
不
明
確
な
自
部
門
内
販
売
と『

修
理』

部
門
と
■を
控
除
し
、
機
械
そ
の
も
の
の
販
路
を
で
き
る
だ
け
把 

え
る
よ
う
に
努
力
す
る
。(

な
お
、『

調
整
作
業
部
門
分
類
別
投
入
•
産
出
表』

を
用
い
る
場
合
、
部
門
名
が 

'

「

基
本
表」

と
同
じ
も
の
も
あ
る
し
、「

S

不
表」 

部
門
と
'区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
今
後
は『

調
整
作
業
表』

.の
部
門
を
二
重
か
っ
こ
と
す
る
。) 

■

ご
の
よ
う
に『

調
整
作
業
部
門
分
類
別
投
入
•
産
出
表』

.
に
も
と
づ
く
検
討
を
通
じ
て
、
：機
械
間
係
の「

準
消
費
手
段
生
産
部
門」

と
い
い
う

' 

5

.る
も
の
を「

基
本
表」

部
門
を
単
位
と
し
て
と
り
だ
し
て
み
る
と
、
第
3,

表

の「

民
生
用
機
械」

と

「

民
生
用
電
気
機
器」

と
な
る
。

ま
ず
、
第
„
,表
、「

民
生
用
機
械」
の
う
ち
の『

ミ
シ
ン』

を
み
る
と
、『

ミ
シ
ン』

は

「

分
類
不
明」

部
門
.へ
の
投
入
比
率
が
高
い
の
で
、
こ

の
部
分
を
控
除
し
て
推
計
す
る
と
、
.
消
費
さ
れ
る
も
の
の
比
率
が
八
〇

•
七

％

、「

固

定

資

本

形

成

」

.と
な
る
も
の
の
.比
率
が
一
六
ニ 

％
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
家
庭
用
ミ
シ
ン
と
工
業
用
ミ
シ
ン
の
比
率
を
反
映
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。(

「

部
門
品
目
別
生
産
額
表」

に
よ
る
と
、
国
内
生
産
額

の
み
で
は
あ
る
が
、
家
庭
用
ミ
シ
ン
お
よ
び
同
頭
部
と
、
工
業
用
ミ
シ
ン
お
よ
び
同
頭
部
と
の
比
率
は
、
八
八
•
六
％
と一

.
1

•
四
％

で
あ
る
。)

そ
れ
ゆ
え
、

『

ミ
シ
ン』

で
は
、
約
八
割
強
が
耐
久
消
費
手
段
と
し
て
利
用
さ
れy

い
る
と
推
計
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、『

ミ
シ.
ン』

そ
の
も
の
は
、「

消
費

手
段
生
産
部
門」

と
し
て
.規
定
で
き
る
。
 

：

つ
ぎ
に
、『

冷
蔵
庫
•
洗
濯
機』

、『

民
生
用
電
気
機
器』

(

ラ
ジ
オ
•
テ
レ
ビ
受
信
機
、
扇
風
機
、
換
気
扇
、
暖
房
用
電
熱
器
、
ち
ゅ
う
房
用
電
熱
器
等)

5

を
み
る
と
、
こ
れ
は
、

一
般
的
に
は
耐
久
消
費
財
の
代
表
的
な
も
の
と
み
な
さ
れ
が
•ち
で
あ
る
が
、
第
n，
表
で
，は
.「

固
定
資
本
形
成」

へ
入
る
も 

の
の
比
率
が
か
な
り
高
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。
 

1

こ
れ
は
、
近
年
に
お
け
る
サ
I

ビ
ス
部
門
の
拡
大
と
競
争
激
化
の
も
と
.で
、
旅
館
の
各
部
屋
、
飲
食
店
等
で
客
専
用
の
テ
レ
ビ
、
：
扇
風
機
、
冷 

暖

房

器

具

、
冷

蔵

庫

等

の

設

置

が

急

速

に

す

す

.ん

だ

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
他
方
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
、
食
料
品
関
係
の
小
売
部
門
の
拡
大
と
競

f'基本表』部門 調整作業表■!部門 A 額
(100万円）

消費実額
(100万円）

消费支出
a 額一自部ri 
内販売（注1)

固定資本
A額一S部門 
内販売

民 生 用 機 械 92, 700 47,043 ■ 60.4% 29.1 %

f r ミ 、ン ン 』 f 29,838 9,360 63.3 12.6

1 (80.7)(注2) (16.1)(注 3)
<

*■冷蔵庫 • 洗濯機』 55, 675 34, 876 62.6 37.4

T 民生用機械修理J 7,188 2, 807 39.1 0

民生用電気機器 317, 705 134, 267 54.0 34.8
■ ■ m 珲 類 』 f 22,767 6, 566 37. 5 0

I (48. 5)(注4)

F民生用電気機器J • 276,120 117, 222 54.6 40.4

F民生用電気機器修理』 18, 819 10,480 55.7 0

注 1 自部門販売額は，たとえば『ミ、ンンj の場合は『ミシン』と 『修理』への販売額で 

ぁる。 - .
注 .2 , 注 3 「ミシン』p 場 合 『分類不明』部門へ 2 3 _ 4 %入っているので， これを分母 

より控除して，比率をもとめたのがかっこ内の。/。である。

. 注 4 F電球類j のうち，『住宅新建築』への販売額とF建設補修』への販売額のうち住韦 

用電球と推計した額の100%および『民生用電気機器修理』へ入る額の55.7% の合計 

を，消費手段とみなして分子に加えて計算したのが，かっこ内の。/。である。

第 H - 5 表 「準消費手段生産部門」 としての耐久消費手段生産部門

日
本
資
本
主
義
•の
再
生
産
構
造
分
析
試
論

争
は
、
販
売
店
用
の
冷
蔵
庫
、
ち
ゅ
う
房
用
電
気
器
具
等
の
設
置
を
促 

し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

以
上
の
内
容
を
考
え
て
み
る
と
、
旅
館
の
各
部
屋
、
飲
食

5̂

の
客
専 

用
の
テ
レ
ビ
、
冷
暖
房
用
器
具
等
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
経
営
に
と
っ 

て
不
可
欠
な
資
本
投
下
で
あ
る
と
は
い
え
、
客
が
直
接
利
用
す
る
と
い 

う
点
で
は
、
飲
食
店
、
：旅
館
等
で
取
扱
う
酒
類
、
食
物
等
の
消
費
と
共 

.
通
し
、(

耐
久)

消
費
手
段
と
み
.な
し
う
る
面
も
も
っ
て
い
る
。

し
か 

し
、
へ
扇
風
機
、
冷
暧
房
用
器
具
が
、
生
産
部
門
を
も
ふ
く
む
各
種
部
門 

の
事
務
所
や
工
場
で
用
い
ら
れ
た
り
、
小
売
部
門
で
商
品
販
売
用
の 

冷
蔵
庫
が
用
い
ら
れ
た
り
す
る
場
合
に
、は
、
こ
れ
ら
は
直
接
消
費
者
の 

利
用
す
る
も
の
で
は
な
い
と
.い
う

点
で
客
専
用
の
右
の
場
合
の
も
の
と 

は
性
格
を
異
.に
し
て
い
る
。

(

後
者
に
つ
い
て
は
、
生
産
の
た
め
の
労
働
手

.

.段
の
.一.種
-

-
労
働
環
境
.の
.
.た
め
、
，あ
る
い
は
生
産
物
保
管
の
た
め
-

-
か
、

あ
る
い
は
サ
，丨
ビ
ス
活
動
そ
の
も
の
の
た
■め
の
設
備
で
あ
る
か
を
区
別
す
る
必 

要
も
あ
ろ
う
。)

.

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
区
別
は
理
論
的
に
も
厳
密
に
は
で
き
な 

，
い
.し
、
-統
計
上
は
、「

固
定1

2；

本
形
成」

が
い
か
な
る
部
門
の
も
の
で
あ

- 

四

七

(

六
四
七)



る
か
が
全
く
把
握
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
統
計
上
両
者
の
比
率
を
出
す
こ
と
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
不
可
能
で
あ
る
。

: 
一：
.'
.
'
'そ
れ
'ゆ
え
、
第
n，
表
.の
：，

『

冷
蔵
庫 
>
'洗

濯

機』

，『

民

生

用

還

気

機

器

』

'の
：：「

固

定

資

本

形

成

」

：
の

う

ち

、
消

費

手

段

と

規

定

し

5

る
も
の
を
推 

計
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
消
费
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
も
の
の
比
重
が
第
1，
表
の
数
よ
り
上
廻
る
が 

.そ
の
推
定
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

：

•

:

以
上
、
肝
心
：の

『

冷
蔵
庫
；
洗
濯
機』

、『

民
生
用
電
気
機
器』

に
つ
い
て
は
、
量
的
検
討
は
不
充
分
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
し
か
し
，な
が 

B'
、
と
れ
ら
が
ー
般
に
耐
久
消
費
手
段
と
考
え
ら
れ
？
キ
の
増
大
が
直
接
家
庭
消
費
生
活
の
上
昇
.の
一
指
標
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
に
も
か
か 

わ
ら
ず
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
が
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
を
中
心
と
し
て
以
上
の
お
う
な
形
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
充
分
注
意
し
て
お
く
必
要
が 

あ
る
。
今
後
、
歪
め
ら
れ
た
形
で
の
.サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
の
肥
大
化
、
販
売
競
争
の
激
化
等
の
も
と
.で
、
そ
の
問
題
性
は
一
層
増
大
す
る
で
あ
ろ
う 

か
ら
い
こ
の
点
：の
注
意
が
と
く
に
肝
要
で
あ
る
。

,

' 

.

.

 

■ 

■

.

.

• 

. • 

•. 

' 

■ 

: 
. 

.

.

. 

■ 

■ 

■ 

'
:

つ
ぎ
に
：、『

電
球
類』

は
、
直
接
消
費
手
段
と
し
て
利
用
^

れ
る
も
の
は
三
七
*
五
％
に
す
ぎ
な「

い
。
：『

住
宅
新
建
築』

と

『

建
設
補
修』

に
販 

.売
さ
れ
る
，う
ち
住
宅
用
電
球
と
推
計
さ
れ
る
部
分
お
よ
び『
民
生
用
電
気
機
器
修
理』

を
凝
て
消
費
さ
れ
る
部
分
を
加
え
て
も
四
八•

五
％
で
あ

る
。『

電
球
類』

.
の

「

産
出
.表」

に
は
統
計
上
不
明
確
な
点
が
多
い
の
で
、
そ
の
他
に
つ
い
て
も
正
確
な
こ
と
は
分
ら
な
い
。

• 

• 

- 

‘ 

•

以
上
の
検
討
は
、
統
計
上
の
諸
難
点
に
よ
っ
て
、
多
く
の
制
限
が
あ
る
が
、
こ
の
検
討
を
通
じ
て
、
■「

基
本
表」

の

「

民
生
用
機
械」

と

「

民
生 

用
電
気
機
器」

•の
部
門
を「

準
消
費
手
段
生
産
部
門」

と
規
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
部
門
全
体
と
し
て
へ
そ
の
何
パー

セ
ン
ト
が
直
接
消
費
手
段 

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
は
正
確
に
出
せ
な
か
っ
た
が
、
今
後
こ
れ
ら
部
門
の
比
重
や
そ
の
変
化
等
を
考
え
て
い
く
際
に
は
、
以
上 

で
み
た
複
雑
.な
内
容
を
で
き
う
る
か
ぎ
り
考
慮
に
い
れ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

―

―
―

―
―

—

W

a
—

a
—

㈠

の

補

' 

. 

*

な
お
、
資
本
主
義
諸
国
で
耐
久
消
費
手
段
の
花
形
的
存
在
と
み
な
さ
れ
"
わ
が
国
.で
も
最
近
そ
の
重
要
性
を
高
め
つ
つ
あ
る
乗
用
車
の
生
産
が
、
 

「

準
消
撃
段
生
産
部
門」

と
し
て
も
あ
ら
お
れ
て
こ
な
い
®

つ
い
て
若
干
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

''…

.

,
.そ
0

理
由
の
第
ー
は
、
ーーー3:
年

「

産
業
連
関
表」

に
お
.い
て
は
、「

基
本
表」

に
お
.い
て
%'
、
さ
ら
に
は『

調
整
作
業
表』

に
お
い
て
.も
、

0

 

用
車」

と
い

う

部

門

が

独

立

：し

て

お

ら

ず

、

.

「

自
動
車」

部
門
に1

括
さ
れ
て
い
る
こ
と
；で
あ
る
9

ご
の
こ
と
は
、「

m

■
連
_

」

の
部
門
分
類 

上
：の
大
き
な
欠
陥
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。'
そ
れ
ゆ
え
、
乗
用
車
の
み
の
.販
路
構
成
：を
、
.「

産
業
連
関
表」

か
ら
し
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

「

_

動
車」

全
体
の
販
路
構
成
を
み
る
と(「

自
動
車』

の
場
合
は
、.：「

基
本表

」： .

で「

修
理」

が
独
立
し
て
い
る
の
で
、
.
.

「

修
理」

は
ふ
く
ま
れ
な
い)

、
A

額 

か
ら
自
部
門
内
販
売
額
を
控
除
し
た
額
の
う
ち
消
費
さ
れ
る
部
分
の
比
率
は
、
‘わ
ず
か
一
一
•
六
%

に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
で
は
、
 

諸
外
国
に
く
ら
べ
、
自
動
：車
生
産
の
う
ち
で
、
ト
ラ
.ッ

ク

、

、、
ハ
，
ス
：
等

：
の

比

童

が

：、

.き

わ

め

：て
高
い
こ
.と
を
反
映
し
て
い
る
。〔

た
と
え
ば「

豸
門
品 

目
別
生
産
額
豪」

(

国
内
生
産
額
の
み)

.
/に
ょ
る
と
'

自
動
車(

完
成
車
、
シ
ャ
シ
ー
、.

ボ
デ
ー
.

)

の
国
内
生
産
額
一
.
1
|三
四
、
ー
四
0

:(

百
万
円
ゲ
の
う
ち
、
乗
用
車 

，はU

八
•
九
^

、
九
六
、
五
.
1

.

3

^

 ̂

一

.,
-

:

.

”
第
ニ
に
^

も
し
乗
用
車
生
産
部
門
を
独
立
さ
せ
た
^
産
業
連
関
表
^
が
つ
べ
ら
れ
た
と
仮
定
し
て
も
ノ
そ
の
う
ち
の 

.れ
る
比
率
を
正
確
に
把
え
る
と
.
.と
は
困
難
で
あ
る
と
予
想
'さ
れ
る
。
：
い
ま
か
り
に
、'
|
1妄

年

度

の
--
|
自
動
車」

：
生
産
部
門
に
軔 

A「

八1:

一.七

を

す

ベ

.て

乗

用

車

：の

消

費

^

あ

る

と.
i

u
、
乗

用

寧

の

国

内

生

産

額

九

六

、

.：'五
：
 

一.

(

百
万
円> 
と
比
較
す
る
と
、

i

•

.

-

.

: ノ
. 

- 

;
• 

■ 

■

は九
； .

•
ン
1

%
に
す
ぎ
な
い
。''
;
.
'こ
加
は
つ
ぎ
:©
ょ
う
欢
理
由
に
ょ
る
と
：推
測
き
れ
る
;̂
第

：一.
:
:に
，
乗
用
車
の
う
ち
：
タ
f

v
丨
部
門
の
需
要
が
相
当 

の
比
重
を
し
め
て
お
り
、
こ
の
分
が
統
計
上
、「

固
定
資
本
形
成」

と
な
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
旅
館
、
飲
食
店
の
客
専
用
の
テ
レ
ビ
、冷
暖
房
用
器 

具
等
と
類
似
し
た
問
題
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
第
二
に
、
実
質
的
に
は
個
人
的
消
費
と
し
て
用
い
ら
れ
な
が
ら
、
法
人
所
有
名
儀
と
な
っ
て
お
り
、

0*
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論

 

- 

, 

四
九’(

六
四
九

)



し
た
が
っ
て
統
計
上
は「

固
定
資
本
形
成」

と
な
っ
•

て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
。
大
企
業
経
営
者
や
中
小
企
業
主
層
が
、
会
社
所 

:

有
の
乗
用
車
を
，
実
質
的
に
は
私
的
に
利
用
し
て
.：い
る
例
は
多
い
が
、
と
れ
ら
を
統
計
的
に
把
撞
す
る
こ
.と
は
現
在
の
.
と
こ
ろ
不
可
能
に
近
い
。

右
の
よ
う
な
種
々
の
理
由
で
、
乗
用
車
の
販
路
構
成
を
正
確
に
把
え
、
耐
久
消
費
手
段
と
し
て
の
乗
用
車
生
産
.の
重
要
性
を
明
確
に
す
る
こ
と 

I

難
で
あ
っ
た
。
、し
か
し
、
わ
が
国
I

、
.「

自

肇

」

ー
生
産
は
今
^

.用
車
'の
生
産
も
、：
乗
用
車
の
耐
久
消
費
手
段
と
し
て
の
役
割
も
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
.
右
の
よ
う
な
統
計
上
：の
欠
陥
と
問
題
点
と
を
充
分
認 

識
し
て
、
今
後
の
分
析
に
そ
な
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

.

.

/
 

'

，
最
後
に
：い
ま
.一'
つ
、「

自
動
自
転
車」

自
転
車」

部
門
が
あ
る
。
こ
れ
は
、「

自
動
車」

の
場
合
と
同
じ
：よ
う
に
、
か
な
り
機
能
の
異
な
る『

三
輪 

車』

、.『

自
動
ニ
輪
車

』

、『

自

転

車
•

リ
ャ
力ー

』

、
、『

修
理』

と
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
た
め
、
自
動
自
転
車
•

自
転
車
の
消
費
実
額
は
、
五
四
、

一.
•一
三
六(

百
万
円)

に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、-「

自
動
自
転
車
‘

自
転
車」

部
門
と
し
て
は
、
A

額
よ
り
自
部
門
内
販
売
を
ひ
い
た 

額
の
う
ち
消
費
の
し
：め
る
比
率
は
ニg

r
v

四
％
で
.あ
る
.。
へ
こ
の
点
.、『

調

整

作

業

部

門

分

類

別

投

入
•

藤
出
表』

で
み
る
と
、『

三
輪
車』

は
消
費 

ゼ
ロ
：'(

そ
.の
他
ほ
と
ん
ど
.が
:-
.
固
定
資
本
形
成」

)

'『

自
動
ニ
.輪
車』

で
.
は
消
費
実
額
は
1

5
 

一(

百
万
円)

、
自
部
門
と『

修
理』

へ
入
る
部
分
を 

控
除
し
て
消
費
の
比
率
を
も
と
め
：•る
と
ニ
六
*

六
％

(

そ
の
他
す
べ
て
が
，「

固
定
資
本
形
成」

)

、『

自
転
車
•

リ
ヤ
力
I』

で
は
、
消
費
実
額 

一•
.六
、
 

.
ニ
三
五(

百
万
円)

、
：同
様
の
計
算
に
よ
る
消
費
の
；比

率
六

四
：

•

九

％ (
そ
の
他
ず
ベ
て
が「

is
l

^

罾
ホ
形
成」

)

 

'『

修
理』

の
消
費
支
出
は
一
〇
、

一
七

〇

(

百
万
円)

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
.『

自
転
車
、
リ
.
ャ
ヵ
ー』

部
門
は「
準
消
費
手
段
生
産
部
門」

と
規
定
で
き
る
が
、「

基
本
表」

部
門
単
位
で

■

,

み
る
と
、
！•自
動
自
転
車
•

自
転
車」

部
門
は
、
実
額
と
し
て
は
多
額
が
消
費
さ
れ
-る
と
は
い
え
、
全
体
七
し
て
は「

準
消
費
手
段
生
産
部
門」

に 

も
属
さ
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

,-
-

、

.
：
■
: 

.

.

.

.
 

,
\
J
/

-

-
,

「

消
費
手
段
生
産
部
門」

の
検
出
に
さ
い
し
て
、.
各
生
産
部
門
の
1
額
の
ぅ
ち
、
直
接
消
費
市
場
で
販
売
さ
れ
た
額
の
比
率
を
み
る
と
、
繊
維

関
係
で
は
、「

メ
リ
ヤ
ス
製
品」

、「

衣
服
身
廻
品」

の
み
が
七
〇
％
以
上
の
比
率
で
あ
っ
て
、
各
種
の
織
物
で
は「

毛
織
物」
六
ー
ー
'
ニ
％
、「

絹
.

.

. 

: 

■ 

.

人

絹

織

物

」

五

八

.

.
五％
、「

綿

.
ス
フ
織
物」

四
ニ 

••六
％

、
-1

合
成
繊
維
織
物」

-1
/\.
. 

一
 

％
と
、
か
な
り
の
低
率
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

.

- 

- 

*

た
。「

毛
織
物」

、「

綿

.
ス
フ
織
物」

、「

絹

.
人
絹
織
物」

' 
の
三
五
年
度
の
消
費
額
は
、
絶
対
量
と
し
て
は
い
ぜ
ん
と
し
て
軽
視
で
き
ぬ
も
の
が
あ 

る

(

第
[|
，表
3

欄
参
照)

.
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
諸
部
門
に
お.
いV

消
費
さ
れ
る
部

分

.の

比

率

が

か

な

り

低

い

こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
と
い
わ
ね
.

ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
.ー
面
で
は
广
織
維
関
係
で
も
、
食
料
品
と
同
様
、
加
工
度
が
す
す
み
、
織
物
が
：「

衣
服
身
廻
品」

(

主
要
内
要
は
各
種
既
製
服)

に
入
り
•.

加
工
さ
れ
て
消
費
市
場
へ
も
た
ら
さ
れ
る
傾
向
の
強
ま
っ
た
こ
と
、
そ
れ
と
と
も
に
他
面
で
は
、
タ
ィ
ヤ
等
ゴ
ム
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
諸
部
門
の
店

• 

. 

‘
.

. 

. 

.

内
装
飾
等——

か
な
り
の
部
門
に
、
種
々
な
形
で
販
売
さ
れ
てi

 

く
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
0

'

:

——

こ
ぅ
し
た
内
容
を
く
わ
し
く
み
る
た
め
に
、「

統
合
表」

の

「

織
物
そ
の
他
の
繊
維
製
品」

を
、「

基
本
表」

部
門
さ
ら
に
は『

調
整
作
業
表』 

.
部
門
に
わ
け
、『

調
整
作
業
部
門
分
類
別
投
入
•

産
出
表』

を
利
用
し
て
内
容
的
に
検
討
す
る

と

、「

基
本
表」

部
門
を
単
位
と
し
て
、「

準
消
費
手 

:

段
生
産
部
門」

と
い
い
ぅ
る
も
の
は
、「

毛
織
物
/

「

絹
•

人
絹
織
物」

、「

綿
.

ス
フ
織
物」

で
あ
る
。

.

ま
ず
、
<
:額
の
ぅ
ち
直
接
消
費
さ
れ
る
比
率(

第
[ (

’表
(2
)

欄)

を
.も
と
め
る
と
と
も
に
、「

消
費
手
段
生
産
部
門」

で

あ

る「

衣
服
身
廻
晶」

と

そ
れ
に
準
ず
る『

ゴ
ム
製
履
物』

(

主
と
し
.て
ゴ
ム
底
布
靴)

に
入
り
:.
加
エ
さ
れ
る
比
率
を
も
と
め
、
こ
れ
ら
を
小
計
し
た
。

(

⑶
欄
。)

.

.

.

.

.
 

'
-

'  

(
「

基
本
表」

で
は
、：■『

ゴ
ム.
製
履
物』

' '

は
、
.タ
ィ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
等

の『

ゴ
ム
製
品』

と

一
括
し
てr

ゴ
ム
製
品」

と
な
っ
て
い
る
0

し
か
し
、『

調
整
作
業
部 

門
分
類
別
投
入
：
歴
出
表』

に
ょ
っ
て
、『

ゴ
ム
製
履
物』

の
み
に
つ
い
て
そ
の
直
接
消
費
さ
れ
る
比
率
を
み
る
と
、
七
七
•

八
％
で
あ
り
、第
一
節
第
n，
表
で

.日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
肝
試
論

：
' 

ン

-五

ニ
,(

六
五
一)
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絹
•
人
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物
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『絹

織
物

』
.

.
1

『人
絹

織
物

』
' 

1

毛
織

物

『毛
織

物
』

.
i

『織
フ

.エ
.ル

ト
』..

.
(注 

2)

.
「基

本
表

：!
部

門
『
譲

舞
作

栗
表

』
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•

.
あ
げ.
た.
'f

消
費
手
段
生
産
部
門』

.

に
あ
た
る.
こ
と
が
分
る
。
そ
れ.
ゆ
え
’

こ
れ
に
販
売
さ
れ
る
本
の
を
、「

衣
服
身
廻
品」
に
販
売
>
加
工
さ
れ
る
場
合
と
同
様 

:

に
あ.
つ
か
つ
た
。
'
.

,

''
:

■■
•
,

■:
-
..
 

, 
.

■
.

.

.

.

:
.

こ
.の
他
、
織
物
で
は
、
寝
具
類
等
、
各
種
の
最
終
消
費
手
段
へ
入
つ
て
い
く
こ
と
.
.も
^

な
く
な
い
が
、
部
門
分
類
の
関
係
±

、

か
か
る
内
容
を
全
部
把
え
る 

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
若
干
加
工
さ
れ
て
消
費
さ
れ
る
比
率
は
、
右
の
ニ
部
門
べ
の
販
売
よ
り
上
廻
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。)

'

第
I，
表
に
よ
つ
て
'，
た
と
え
ば
、
；『

毛
織
物』

ば
5 -
ーー
 

• 
一
 

％
が
直
接
消
費
.市

場

べ

も

た

ら

さ

れ

、

一
；
九

'.
ー
ー
ー
％

が

「

衣

服

身

廻

品

」

へ

販

売

.

.

.

.

.

.
•、

 

-
 

V 

• 

<
• 

• 

• 

• 

• 

•
• 

• 

7 

• 

•
. 

-
 

-

さ
れ
.

加
工
さ
れ
て
’ 

i

市
場
へ
も
た
ら
さ
れ
る
と
と
が
分
る
。
，ま
た
':『

綿
織
物』

で
は
、
直
接
消
費
さ
れ
る
の
が
四
三
，
四
％
で
、
そ
の
一

•
 

J
 

.
•
..
 

- 

■.

八
，•
四
％
は

「

衣
服
身
廻
品』

、
'
三
.
八
％
が

『

ゴ
ム
製
履
物』

：
へ
販
売
さ
れ
•
，加
工
さ
れ
て
消
費
市
場
へ
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
分
る
。(「
衣
服

, 

.

.

.

-

,

.

-

.

.

こ

と

で

、..
各

種

既

製

服

を
主
と
す
る
：：

「

衣
服
身
廻
品」

.

.へ
販
売
_

加
エ
さ
れ
る
比
率
が
.、

'『

絹
織
物』

を
の
.ぞ
く
と
、
.『

人
絹
織
物』

(

一
一
三

•

一

%)

、
.■■『

毛
織
物』

？(

. f

九
.

三
％)

r
: 

#

織
物
；

』

Q

A-
.
©

%)

■
■
.と
か
'
な
り
高
率
セ
.あ
る
こ
と
が
注
目
^

れ
.る
。.：

こ
れ
.は
織
維
部
門
に
お
け
る
各
種

既
製
服
製
造
の
発
展
、■
衣
服
'
の
消
費
浮
段
の
加
工
度
の
進
展
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
？
な
お
、:

つ

.い
で
な
が
ら
、
新
し
い
ま
畠
部
門
と
し
て
登

:

場
し
^

「

合

成

繊

維

織

物

」

♦

は
、
直
接
消
»'
-

ざ
れ
る
の
が
.わ
ず
か
ー
|
八
：'
ー
％
で
あ
り
：
五』

ー
,.

1
%

が

：「：

衣

服

身

廻

品

」

：
に

販

売

さ

れ

、

加

^

さ
れ
て
消
潰
市
場
へ
も
た
ら
さ
れ
る
の
^;

注
目
ざ
れ
る
た
じ
た
が
0

て
.「

合
成
織
維
織
物

」

部
門
は
：、「

衣
服
身
廻
品

」

H
 「

消
費
手
段」

の
原

材

料

生

產

と1>
ぅ
性
格
の
方
が
酿
<-
;

.か
つ
で
お
り
\「

準

霞

：手
段
生
産
亂
門

」

：.を
お
.り
あ
げ
る
こ
7」

で
：は
あ
ら
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

ぐ::
:

' (

な
お
、，「

産
業
関
連
表」

：，.で
は
，、
。衣
服
の
注
文
仕
立
て
は
、
消
費
者
：が
購
入
し
た
も
の
を
、
サ
ー
.ビ
：ス
部
門
に
注
文
す
る
形
に
な
、
、て
い
る
か
ら
、
5

服 

.
'へ
ぺ
身
：廻
0
卯」

：
べ
0:

麻
売
.

，
加
エ
の
內
容
は
.
、生
鹰
^
 

つ
て
、消
費
者
が
、
 

'
¥
-.

注
文
此
立
て
す
る
場
合
を
も
ふ
：く
め
る
と
、.
各
種
織
物
の
直
接
消
費
さ
れ
る
比
率
は
さ
ら
に
低
く
な
り
、
加
工
さ
れ
る
比
率
は
よ
り
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。)

こ
ぅ
し
て
み
る
と『

絹
織
物』

は
、
こ
れ
ま
で
の
基
準
か
ら
み
て
、「

消
費
手
段
生
産
部
門」

と
い
い
ぅ
る
も
の
で
あ
り
、『

毛
織
物』

は「

準
消 

'
費
：手
段
.

_
產
部
門」

'..-
^

属
す
る
七
い
え
る
。
ま

た『

ス
フ
織
^

』

、『

綿
織
物』

は
直
接
消
費
さ
れ
る
比
率
が
五
〇
％
を
若
干
下
廻
る
.
し

.'

加
工
.さ 

日
ボ
資
本
主
義
の
再
生
産
靈
分
析
試
論
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れ
る
比
率
と
の
小
計
も
七
〇
％
を
若
干
下
廻
っ
て
い
る
が
、
そ
の
消
費
額
の
絶
対
的
犬
い
さ
も
軽
視
で
き
ぬ
し
、
さ
ら
に
ま
た
、
こ
れ
ら——

と

く
に
Y
,

『

綿
織
物』
.

は
：

「

衣

服

身

廻

品

-
、
.

『

デ

. 

.

.

.

.

. 

‘ 

.

.

.

.

.

. 

•

費
さ
れ
石
頟
も
あ
る
：の
：で
、

.「

準
消
費
手
段
生
產
部
門

」

>

い
;0
:
て
よ
い
で
あ
;:
6

ぅ
。
;-

他
方
：、

v
.
f

人
.絹
織
物』
ハ
で
は
消
費
さ
れ
る
此
率
が
わ
ず
か
：一.一
七
.
.•
〇
% •

に
す
ぎ
な
い
!>
'

、『

細
幅
織
物』

で
は
九
•
ペ
ー
一
％

、

『

織
フ

，
ェル
.ト』

.で
は 

.ゼ
-
ド
で
あ
ゥ
ー
こ
れ
ら
は
ぅ
準
消
費
手
段
生
產
部
門
^
へ
と
は
到
底
ん
な
さ
れ
な
い
。

.

し
か
し
な
が
.
ら

「

甚
本
表
1-
:

敢
钇
で
ん
る
と
、「

絹
>

人
絹
織
物」

'

部
門
で
は「

総
供
給
額」

も

『

人
絹
織
物』

の 

一.
•

'一
六
倍
で
あ
る『

絹
織 

物』

'

に
お
い
.
て
消
賢
比
率
が
八1

•

<

%

と
高
率
で
あ
る
し
’

，

「

毛
織
物」

'

部
門
に
お
け
る
1『

織
フ
エ
：
ル
ト

』

、
.「

綿
：ス
フ
織
物

」

部
門
に
お
け
る

『

細
歡
織
物
'̂

ば
、
，

「

総
供
給
額」

の
点
で
み
る
と
、
，

『

毛
織
物』

■
，や

『

綿
織
物』

、
■『

ス
フ
織
物』

に
く
ら
べ
問
題
に
な
ら
な
い
小
部
門
に
す
ぎ

-
 

....

.:
、

0

- 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

そ
れ
唤
え
、「

基
本
表」

部
門
単
位
で
は
、「

毛
織
物」

、「
絹
.:
:

入
絹
織
物」

、
：「

綿
'*
'

ス
フ
織
物」

を
、
そ
の
消
費
額
の
絶
对
的
大
い
さ
、
消
費

支
出
の
比
率
、
影
終
_

罾
手
段
生
産
部
門
へ
入
ヴ
，
加
工
さ
れ
て
消
費
さ
れ
る
比
率
、
等
か
ら
判
断
し
て
、「

準
消
費
手
段
生
産
部
門」

と
規
定
す

* 

i 

■ 

■ 

■ 

.

. 

■

: 

- 

.

.

. 

. 

■ 

■

..

.
■
. 

..

る
こ
と
が
で
き
よ
ぅ
。

.

.

.■
 

■
■
.

ぐ. 

-
■ 

. 

.

,

.

.

.
 
-
 
.

■:
■
.
.
' 

.

.

■

 

.. 

.
 
I

'

■■
.
 
■
 

_
 

.

: 

,

.

,

.

.

.
 

. 
:

'
な
お
以
上
の
織
物
に
お
い
て
'|

直
接
消
費
さ
れ
る
比
率
が
か
な
り
低
い
こ
と
に
が
ん
^

と
も
に
、
今 

一■
つ
、
タ
ィ
ヤ
等
ゴ
ム
製
品
や
店
内
装
飾
等
、
'
そ
の
他
の
生
産
部
門
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
も
か
な
り
販
売
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
見
落

し
て
は
な
ら
な
い
。

.
.
.
.
.
.
.
.

 

.

.

.
 

.

.

. 

• 

.

.

.

. 

.

-

-
 

,

:

.

.
 

,

自
動
車
産
業
の
発
展
に
と
も
な
い
、
織
物
が
タ
ィ
ヤ
-

コ
ー
ド
原
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
っ
た
.
ご
と
は
、
先
進
資
本
主
義
で
は
織
物
産
業
に

お
け
る
童
要
な
一
変
化
と
い
わ
れ
て
い
.
る
が
、
_
ゎ
が
国
の
三'五
年
の
統
計
で
も
、
こ
.
の
意
味
は
決
し
て
軽
視
で
き
な
ぃ
も
の
が
ぁ
る
。『

ゴ
.
ム
製
品』

(『

タ
ィ
ャ
•

チ
ュ
ー
ブ』

と

『

そ
の
他
の
ゴ
ん
製
品』

)

へ
販
売
さ
れ
る
部
分
を
み
る
と
、『

人
絹
織
物』

で
は
人
額
の
ニ
四
ニ
1
%、
約
ニ11、

五
ニ 

;:

三(

百
万
円)

が
、『

ス
フ
織
物』

で
ば
四
•
七
％

、
約
ニ
、

一

 

八
八(

百
万
円)

が
、
ま

た『

綿
織
物』

で
は
三
•
〇
％
、
約
六

、
三

一
一
一(

百
万
円)

と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら.
は.
、『

タ
ィ
ヤ
.

チ
ユ
ー
ブ』

へ

の
販
売
の
他
に
、
ゴ
ム
べ
ル
ト
、.
ゴ
ム
引
布
等
の『

ゴ
ム
製
品』
へ
の
販
売
も
ふ
く
む

が
、
こ
れ
ら
は
率
か
ら
い
づ
て
■も
、
そ
.の
実
額
か
ら
い
っ
て
も
注
目
に
価
す
る
し
、
こ
の
問
題
ば
、
今
後
わ
が
国
.に
お
け
る
自
動
車
産
業
の
発

.

.

.
 

.

,

展
、
-
ゴ
ム
製
品
の
拡
大
の
な
か
.で
一
層
重
要
性
を
ま
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
'

.

こ
の
他
第
3 ^
表
に
明
ら
か
な
ご
と
く
、
各
種
織
物
の『

事
務
用
品』

：部
門
ぺ
の
販
売
も
大
き
.い
。
三
五
年「

産
業
連
関
表」

で
は
、『

調
整
作 

.

業
表』

に
お
い
て
ま
ず
、
品
目
が
非
常
に
多
峽
に
わ
た
る
各
種
事
務
用
品
を『

事
務
用
品』

と
い
う
仮
設
部
門
に
お
.い
て
一
括
し
て
把
え
た
う
え

「

基
本
表」

で
各
部
門
に
ふ
り
わ
け
て
い
く
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
織
物
か
ら『

事
務
用
品』

仮
設
部
門
へ
の
販
売
が
多
い

... 

.

.

.

.
 

..
 

,

パ
と
い
う
と
と
は
、
内
容
的
に
み
て
、
力ー

テ
ン
等
の
店
内
装
飾
用
品
，
各
種
の
袋
類
、
タ
オ
ル
等
の
宣
伝
用
品
と
し
て
、
織
物
が
利
用
さ
れ
て
い
.

へ

る

と

い

う

こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
.も
っ
と
%'

、

こ
の『

事
務
用
品』

.
と
い
う
仮
設
部
門
の
性
格
は
き
わ
.め
.て
瞹
昧
で
あ
る
の
で
、
織
物
に
つ
い
て 

.

は
、
.

こ
の
部
門
へ
入
る
比
率
が
高
い
こ
と
は
、.
か
な
り
雑
多
な
内
容
で
、
各
@

の
生
產
部
門
*

サ
，丨
ビ
ス
諸
部
門
に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
い
る
と

:

い
う
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
と
関
連
し
て
、
織
物
関
係
：で

は「

分
類
不
明」

部
門
.へ
入
っ
て
い
く
比
率
も
か
.な
り
高
い

が
、
こ

.

.

.

.
 

.
 

•

.
の
こ
と
も
、
織
物
が
、
明
確
に
分
類
で
き
な
い
よ
う
な
多
様
な
形
で
、
諸
部
門
で
利
用
さ
れ
て
い
る
-.
と
を
反
映
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

.

.
ぺ

：

':
■

'
:

,

.
 
.
 

)

 

' 

' 

.

.

.
ご

.

.

.
-
.
-
.
.
V
.
,
,
.
. 

?

 

.

ぶ

：

'

-'

暫

ー

.

.
；
：
：
：

.

以
士
：.の
諸
部
門
の
他
に
、
：食
料
品
関
係
.で
、
：入
.額
の
う
ち
_

消
費
さ
れ
る
比
率
が
五
〇
％
以
上
セ
：あ

ヶ

、

'「

準
消
費
手
段
生
産
部
門」

と
み
な
• 

‘し
'う
を
生
産
離
門
を
あ
げ
る
と
，
第
[,
-
7表
の
と
お
り
で
あ
る
。'〔

「

そ
の
他
の
耕
種
作
物

」

.

(『

 

•

豆
類
/
ぃ..
-『

野
菜』

，等)

：
と「

海
面
漁
業

」

謂

〔

：な

,

，( 『

沿
岸
漁
業J 、

『

遠
洋
沖
合
漁
業』

等)

と
：
.
は

：'
直
接
消
費
さ
れ
る
_

額

は

ー

ニ

妄

年

、

：
一

.
九

ニ.
四

億

-'
5 

い
う
巨
額
で
あ
る
し
、A
額
に
し
め
る
消
費 

•日
本
資
本
主
義
の
苒
生
産
構
造
分
析
試
論
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笫 I I - 7 表 そ の 他 の 「準 消 費 手 段 生 産 部 門 j

⑴
消費支出

;(2)
滿费手段生産部 
門べの販売額

(3)

(1)+(2)

%

⑷

消費実額

(100万円)

(6)
消費実額+ 消 
費手段生産部 
門へめ販売額

(100万円)
A額 、 A額 (法1) A 明 (%)

屠 殺 61.1 24.2 85.3 . 80,403 112, 257

捕 鯨 業 55.0 21.8 76. 8 8,734 12,194
その他の耕種作物 49.8 | 27.8 77.6 192,403 300,021

海 : 面 漁 業 48.1 ! 39.7 87.8 135,430 247, 263

注 1 第 ！1 - 2 表の諸部門へ販売された額のA額においてしめる比率。 :

く

、 

,

、
 

、
 

五

六

(

六
五
六)

支
出
の
比
率
も
五
〇
％
を
わ
ず
か
に
下
廻
る
程
度
で
あ
る
の
で
、
こ
の
な
か
に
い
れ
で
お
い
た
。〕

.

第
£

表
の
数
値
は
、.
：：食
料
品
.
の
加
ェ
：度
の
進
展
を
反
映
す
る
も

.

.の
と
し
て
.注
目
す
ベ
'き
で
あ
る
。

た
と

f 

.

.

. 

. 

...

え

ば

、「

屠

殺」
〈
(

主

霄

容
"

菝

肉』

V

は
：，
そ
の
六
 

ー:'
:
:. 

ー，％

が

直

接

|

£

^

さ

れ

、

一
一
三

」

.

七
％

が「

肉
製 

品」
(『

調
整
作
業
表
部
門
分
類
別
投
入
•

産
出
表J

に

よ

る

と

、主

と

し

て

プ

レ

ス

ハ

ム

、

.ソ
ー

セ
I

ジ
、ハ
ム
等
の

『

肉 

加
工
品』 )

：
へ
販

売•
加
工
さ
れ
、
消
費
さ
れ
る
。
.
そ
の
他
少
量
が「

水
産
加
ェ』

へ
販
売
さ
れ
る
の
を
あ
わ

'
せ
る
と
、
入
額
，の
う
ち
S

五
•

養

、実
額
一
一
デ
g

ェ
さ
れ
て
消
費
さ
れ
る
こ
と
に
'
な
る
。
あ
る
い
は
ま
た
.、「

海
面
漁
業」

は
、直
接
消
費
さ
れ
る
の
が
四
八
•

• 

. 

' 

. 

. 

■

て

' 

一
％
で
あ
っ
て
、
.

三
-A
v

九
％
は{「

水
産
加
工」

(『

水
產
貯
蔵
品
，
水
産
食
品』

、
.

『

水
産
び
ん

，
か
ん
詰』

)

へ
販 

売
*

加
工
さ
れ
て
消
費
さ
れ
る
。
少
量
が「

パ
ン
，菓
子」

へ
入
る
.の
を
加
え
る
と
、
A

額
の
う
ち
計
八
七• 

八
％
、
.
実
額
一
一
四
七
、
：
一
一
六
三
音
万

3

が
、
.
直
接
消
費
さ
.れ
る
か
.
、
若
干
加
工
さ
れ
て
消
費
さ
れ
る
こ
と
. 

と
な
る
0

. 

• 

’ 

：

_ 

—
「

層
殺
/

っ
そ
の
他
の
耕
種
作
物

」

、：「

海
面
漁
業j

は
食
料
品
関
係
.の
消
費
手
段
.と
し
て
と
く
に
重
要
な
部 

門
で
あ
る
が
'

こ
れ
：ら
分
野
で
、'
こ
う
'
し
だ
消
費
手
段
の
加
工
度
が
す
す
み
，つ
つ
あ
る
こ.
と
は
注
目
す
ベ
き

こ
と
：で
あ
ろ
う
。
.将
来
は
か
か
る
傾
向
が
.

一
層
進
む
で
あ
.
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
.第
一
節
冒
頭

.

..

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.

. 

• 

.

.

.

.

.

. 

.

. 

.

で
指
摘
し
た
ょ
う
な
、
.食
品
生
産
部
面
に
、お
け
る
資
本
の
活
動
分
野
の
拡
大
、
競
争
関
係
の
変
化
、.
貯
蔵

•

■ 

< 

,

'輸
出
.の
可
能
性
の
増
大
に
と
も
な
う
消
費
市
場
の
変
化
等
、
，い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

以
上
の
ほ
か
に
、
.-
消
費
さ
れ
る
比
率
が
：五
0

%
を
若
千
上
廻
る
程
度
で
あ
る
が
、
,-
そ
の
消
費
実
額
も
大
き
い
の
で
、「
準
消
費
手
段
生
産
部
門」 

•
と
規
定
し
た
方
が
良
い
と
思
わ
.れ
る
も
の
に
.、
'「

基
本
表」

.

.部
門
の
'、「

そ
の
他
o'
化
学
薬
品」

、「

家
具」

、
'「

都
市
ガ
ス」

.が
あ
る
。

.

...
ニ-
0'.
.'-.
■-.
.
.
.
.
■
: 

.
.
.
.

 

: 

'.
.

‘
 

.

.

.

,

.「

そ
の
他
の
化
学
薬
品」

は
、
<
額
の
1.
:
ち
消
費
支
出
の
し
め
る
比
率
が
三
七
•
八
%

(

第
,̂
1
表
参
照)

で
あ
る
が
、

内
容
的
に
検
討
す
る
と
、

■,
-;:
:
.
:
-,
.
:ぺ'-
.
'.
;

'

V

 

■ 

- 

■ 

, 

.
、';■' . 

.
'
.■■.
,-
.
-
'..
'

'
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'

' 

: 
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.■
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: 
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■

.

:

ぃ
義
、̂

'

:

:满
費
手
段
と
し
て
用
い
ら
扣
る
部
分
の
比
率
；は
五
0

%
を
上
廼
る
こ
'と

に

な

る:9
へ
:'
'

^
^
^

,

「

そ
の
他
の
化
学
薬
品
1-

は
，
一A .
額
が
一
1

0

r

七T
—

'

一(

百
万
円)

;:
/.

に
も
や
ぼ
る
部
門
で
あ
り
、
：.
そ
こ
に
^

'

『

石
け
ん』

H

七
、

九
一
一
一
四(

百
万
円)

:

靡

.素

'.

パ

'■
•『

化
粧
品
*,

は
み
が
き』

五g
p

五
五
九)

(

百
万.
円)

、
，

『

.
印
刷
ィ
ン
キ』

：
 

一0

、：，.七

-5.
.(

百.
万
内)

、『

農
薬』

.
ニ

六

'

ニ
一

 

九

(

百
^

円)

、『

マ
ッ
チ』

六
、
 

ぺぃバ心' 

〇
. 
一0
,

(

百
万
円)

、『

そ
の
他
の
最
終
化
学
薬
品』

四
六
、.
：
〇
九.
ー
へ(

百
方
円)

'

等
と
い
う
性
格
の
異
な
る
部
門
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

•■
.:

と
の
う
ち『

化
粧
品
•

は
み
が
き』

は
、
A

額

，の
う
ち
消
費
支
出
の
し
め

.

る
比
庫
がj

ハ
四.
，
，
六

％

で

.
あ
る
が
、'.
そ
の
他
ほ
と
ん
ど
寸
べ
て
は『

対
個
人
サ
ー 

_

着

'

'

.

.
ビ
人』

へ.
入.
ヶ
理
髪
店
、.

美
容
院
等
で
用
い
ら
れ
る
：の
で

.>
'

実
際
上
は
消
費
芽
段
4

し
て
用
い
；̂

れ
る
と
考
え
：て
も
良
い
。『

石
け.
ん』

も
、
.
消
費
支
出
の
比 

::-.

萍

摄
-

i,
'
:
,
■

:.
率

は

七

ニ
 

• 

一%

で

あ

，
る
f

、
右
の
よ
う
な
内
容
の
%'
':

の
;-
4

約
五
'%

あ
^

。.

ま
た
、.「

マ
ケ
チ」

'
の
消
費
支
出
の
比
率
は
五
〇

，
四
％
で
あ
る
が
、

残
り
の
ほ 

.

と
ん
ど
は『

広
告』

部
門.
へ
入
り
、

」

ム
告 
'
宣
伝
用
に
用
い
ら
れ
る.
の

ぞ
，こ
れ
も
ま
仏
内
容
的
に
み
：で
，実
際
土

.

は
消
費
手
段
で
あ
るA

J.

考
ぇ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

•
•
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.

し 

こ
の
よ
う
な
克
を
考
慮
し
て
、"
：

「

そ
か
他
の
化
学
薬
品
.

3

0人
頟
に
し
め
る
消
費
手
段
の
；比
率
を
計
算
し
な
お
す
と
、
.
五
〇
，
> 
一
ー
％

に

な

り

、 

B

- 

-

5

^
 

§

が

消

費

手

段

と

し

，て

用

い

：ら

れ

：る

こ

と

に

な

る

。

.そ
れ
ゆ
も
.「

そ
の
他
の
化
学
薬
品」

；；
は
、.「

準
消
費
手
段
生
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残
り
の
部
分
は
、
大
部
分
が
猶
費
手
段
用
原
材
料
..
*
補

助

材

料

，と

し
..て
機
能
す
る
。「

農
薬」

は
そ
_め
ほ
'>

ん
ど
す
べ
て
が
、
消
費
手
段
あ
る
い
は
消
費
手

犠

靜

：：："
：：.
¥

や
各
種
©

「

紡
績
て「

織
物」

等
へ
販
売
さ
れ
る
。(
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「
家
具」

は
、『

木
製
家
具』

(

A

額
、

一
一
八
、
ニ
四
四
百
万
円

)

、『

金
属
製
家
具』

(

A

額
ニ
九
、
三
四
七
百
万
円

)

、『

家
具
修
理』

(

総
額
、
四
、
〇
三 

〇
百
万.円)
ょ
り
な
る
。■「

家
具」

全
体
で
は
、
厶
額
ょ
り
自
龈
門
内
販
売
を
控
除
し
た
額
の
ぅ
ち
、
直
接
消
費
さ
れ
る
の
は
三
0

.

〇
％
で
あ
る

.

へ
-.■

- 
,

'■
■
 

■,
 

-
 
.':
 

.
 
:
 

■

•

:
■.

'.:'■
■
. 

•
 
■
 

.

ノ
 

, 

へ■
...

一
.,.
-
:
.
.
.
.
.
.
.
.
. 

,

が
、
住
密
の
新
建
築
•

補
修
に
入
る「

家
具」

は
、
備
え
つ
け
の
:「

家

具
，1-

光
、
内
容
的
に
は
明
白
に
、.
消
費
手
段
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
加
え 

る
^

1

計
四
七
'«

九
％
,
ガ
直
接
消
費
手
段
と
し
て
用
^

れ

る「

家
具」

で
：あ
る
^

V

ぅ
こ
と
に
な
る
•こ

れ

は

五

0 -
%
ょ
り
若
干
下
廻
る

が
、
；こ
の
消
費
実
額
は
六
九
、.
三
三
^

で
も
あ
る
o'

で
、「

準
消
費
手
段
生
産
部
門」

と
規
定
す
る
こ
と
に
す
る
。

.
 

..............

•
'

 

...
 

•
-
 

.
 

.
 

■

こV

の
他
，/

ミ
シ
ン』

、『

民
生
用
電
気
機
器』

'
へ
入
る
部
分
の
ぅ
ち
、'.-
消
費
手
段
と
し
、て
用
ら
れ
る

%'
■
の
を
推
定.(

第
3,

表
の
比
率
ょ
，り
推
定

)

す
る
と
、
計 

:

約
六
-*

〇
％
'で.
あ
る
。.

こ
れ
は
耐
久
消
費
手
段
の
構
成
部
分
と
な
る「

家
具」

.

(

す
、ベ
て
：『

木
製
家
具』

)

：
で
あ
る
。
こ
れ
ら
'と
、
直
接
消
費
手
段
と
し
て
利
用 

..さ
れ
る
も
の
と
を
加
え
る
と
五
三

'.
.
九
％
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
消
費
関
係
セ
用
い
ら
れ.
る
と
い
え
る
。

:

'

.

な
お
、.

残
り
は
、

固
定
資
本
形
成」

_

と.
介
る
1

四
％
、..

非
住
宅
の
：新

建

築
•

補
修
及
び
土
木
関
係
：へ

.

入
る
七.,

〇
％
、「

造
船」' (

基)

、
：「

自
»
$」

£

)

等 

に
組
み
つ
け
ら
れ
る
も
の
',

あ
る
い
は
サー

ビ
ス
諸
部
門
や
各
種
生
産
部
門
へ.『

事
務
用
品』

と
し
て
入
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、，「

家
具」

の
内
わ
け
を
み
る
と
、『

木
製
家
具』
で
は
、
直
接
消
費
手
段
と
しV

用
い
ら
れ
る
部
分
が
五
〇
•

五
％
、
耐
久
消
費
手
段
の

• 

- 

.

.

構
成
部
分
と
な
る
部
分
、が
七
•
，三
%

で
あ
り
、
計
五
七
.
‘

八
％
が
消
費
関
係
で
あ
る
。
こ
九
に
反
し
、『

金
属
製
家
具』

は
、
七
四
• 

一
 

％
が

「

固 

定
資
本
形
成」

と
な
り
、
直
接
消
費
手
段
と
し
て
用
.
い
ら
れ
る
の
ゆ
ニ
ー
.

三
'%

に
す
ぎ
な
い
。

.
• 

• 

-
.

人

. 

-
:

.

.

.

•

. 

.

.

- 

.

• 

. 

, 

•

•:
.
. 

- 

. 

* 

:

;

.

最
後
に
、「

都
市
ガ
ス
.

」

は
八
額
中
に
し
め
る
消
費
の
比
率
は
五
ニ 

. :

一
 

％
で
あ
'る
が
、
そ
の
消
費
実
額
は
四
三
、三
五
六(

百
万
円)

に
も
の
ぽ 

る
o'

で
、「

準
消
費
手
段
生
産
部
門
1-

と
規
定
す
る
こ
と
に
す
る
。

(

た
だ
し
、，「

都
市
ガ
ス」
.は
、
料
金
格
差
が
あ
る
の
で
、「

物
量
表」

で
立
方
米
単
位 

で
計
算
す
る
と
消
費
の
比
率
は
、.
五
〇
.

ニ
％
で
あ
る
。つ
ま
り
消
費
者
用
ガ
ス
料
金
の
割
高
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。)

残
り
は
き
わ
め
て
多
く
の
生
産
部
門
、

サ
I

ビ
ス
部
門
へ
分
散
的
に
販
売
さ
れ
る
。
：

第 I I - 8 表 補 足 表

消费実額
(100万円）

消費支出

A額 %

印 刷 : ：• 出 版 114, 942 29.9

電 ： 力 113,687 22.6

家畜.家禽(f I f ) (注1) 101,978 34. 6

その他の製造業(注2) 89, 652 34.4

ci動a 転 車 • 自転亨 54,236 19.2

砂 糖 (注3 ) 53, 656
20.3 

(32.6)(^3)

光 学 ,器 具 ( 注 4 ) 19,472 36.3

時 計 (注4 ) 17, 805 48.8

注 1 消費されるものの大部分は鶏卵であり，こ 

れに鶏肉が加わる。

'注 2 これは『玩具 • 運動用品ふ『楽器j *■合成樹 

脂製品J , 『筆記^ c』 F身辺細貨品j 等をふぐ 

む。'
注 3 砂暗̂は，分類上，不合理な点の多い部門で 

あり, このため， 自部門販売が， 3 5 , 4 %に 

ものぼる。それゆえず精糖j 部門についての

、 ,み計算すると逍^ e=32.6%, 53，> 56 (百

万円）である。この残余のほとんどすべてが 

第n ，2表 の 「消費手段生産部門j たる食料品 

生産部門へ販売される。

注 4 光学器具と時計は，自部門内販売が多いの 

で，A額より自部門内販売をひいた額につい 

て，消費支出の比率をもとめた。

光学器具のうち消費されるのは，『力メラj 
の 66,3%，Fその他の光学機械j の 26.4%,

_r写真感光材料J の 2 5 . 2 %である。これら 

の消費支出の比率が低いのは，8■映画j や，報 

道関係, 教育• 医療関係へ多量に販売される 

ためである。

注 5 時計のうち，25.9%, 9,446 (百万円）が， 

「民生用電気機器j へ販売される。この内容 

は不明のため，通産省に質問中である。

\J/

:

0

以
上
、

一
定
の
基
準
に
そ
く
し
■て

「

消
費
手
段
生
産
部
門」

、
.「

準
消
費
手
段
生
産
部
門」

を
検
討
し
て
き
た
が
、
以
上
.の
な
か
に
登
.場
し
な
か 

っ
た
が
、
消
費
実
額
の
大
き
い「

.基
本
表」

部
門
を
最
後
に
あ
げ
て
‘お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
A

額
の
ぅ
ち
で
し
め
る
消
費
の
比
率
が
か
な
り
低
い 

も
の
で
あ
っ
て
も
、
消
費
実
額
が
大
で
あ
る
も
の
は
、
最
終
消
費
市
場
の
敷
向
を
考
え
る
場
合
に
、
.
一
応
念
頭
芯
お
く
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ 

.る
。
そ
の
た
め
.、
.

も
断
撕
.

の
消
費
実
額
総
計
め
5

ち 

一
％
に
あ
た
る
約
五
ニ
、
_
〇
〇
〇
-(

百
万
円)

以
上
の
生
産
部
門
を
あ
げ
る
と
第
0
，表
の 

と
お
り
で

あ
る
0 

(「

運
輸」

関
係
を
の
ぞ
く
。) 

‘

な
お
、「

光
学
器
具」

、「

時
計」

は
、
消
費
実
額
は
五
ニ
、
.〇
〇
〇(

百
万
円)

ょ
り
は
る
か
に
少
額
で
ぁ
る
が
、

ー
般
に
重
要
な
消
費
手
段
生

日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
分
析
試
論 

五

ブ

(

プ
2L
力)

、



産
部
門
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の「

補
足
表」

に
入
れ
、
補
注
を
つ
け
て
お
い
た
。

. 

, 

• 

卜. 

.

.

.

.

.

.
, 

-
.
.
.
.
.
.

第

一

章

第

五

節

の
-,
窮
極
的
市
場
構
成」

.

.の
計
算
は
、
電
子
計
算
機
に
.よ
っ
：た
が
、

そ
れ
に
つ
.い
.て
は
"
商
学
部
西
'川
俊
作
氏
、
経
済
学
部
鳥
居
泰
彦
氏
等 

の
御
協
力
を
え
た
0

.

;

-

:

.

.

',

,

本
稿
は
、
昭
和
三.
.
.

九.
年
慶
応1̂

1

大
学
学
事
振
興
資
金
研
究
補
助
に.
よ
る
研
究.
.

の

.--
*
部
で
あ
る
。
：
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付

記
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稿

掘
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後

、
：
通

産

省

：亂

查

眞

If
部
へ
の
問
合
せ
に
よ
り
、「

時
計』

の
ぅ
ち
：「

民
也
用
電
気
機
器」

部
門
へ
■販
売
さ
れ
る
九
、
四
四
六 

人
首
万
円)

の
，大
部
分
が
、
輸
出
用
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
‘
ラ
ジ
オ
に
時
計
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の 

'部
分
をV

直
接
消
費
さ
れ
る
部
分
に
加
え
る
と
、.
消
費
手
段
と
.み
^

さ
れ
る
部
分
は
；七
四
.
•七
％

と
な..

る
.
•
'し
た
が
っ
て
、

「

時
計」

は

.「

消
費
手
段
生
産
部
門i

に
人
れ
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
ぅ
。(

な

お

残

り

は

す

べ

て

事

務

用

睁

計

と

し

て

、

諸

生

産
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門

"

サ

ー

ビ

ス

部

門

で
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